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私
は
、
こ
れ
ま
で
の
５
年
間
で
常
に

申
し
上
げ
て
き
た
『
伊
豆
市
の
最
大
の

課
題
は
人
口
減
少
問
題
』
で
あ
る
こ
と

を
あ
ら
た
め
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
訴
え
、

①
雇
用
の
創
出
、
②
所
得
の
向
上
、
③

定
住
の
促
進
を
３
本
柱
と
し
て
、
こ
の

難
題
に
立
ち
向
か
う
所
存
で
す
。

①
雇
用
の
創
出

■
企
業
誘
致
、
起
業
支
援

　

引
き
続
き
、
企
業
立
地
事
業
費
補
助

制
度
を
活
用
し
て
企
業
誘
致
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
市
内
で
の
事
業
所
の
新

増
設
を
は
じ
め
、
起
業
の
志
を
有
す
る

活
動
を
支
援
す
る
目
的
を
持
っ
て
、
新

た
に
『
伊
豆
市
が
ん
ば
る
企
業
を
応
援

す
る
条
例
』
を
上
程
い
た
し
ま
し
た
。

１
件
で
も
多
く
新
た
な
事
業
が
生
ま
れ

る
こ
と
を
期
待
し
、
最
も
困
難
な
立
ち

上
が
り
の
期
間
、
行
政
と
し
て
一
定
の

支
援
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
伊
豆
市
に
と
っ
て
は
、
農
林

水
産
業
の
６
次
産
業
化
は
有
望
な
分
野

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ

れ
ら
を
企
図
し
て
い
る
企
業
に
つ
い
て

は
積
極
的
に
誘
致
し
、
支
援
を
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
『
内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』

　

伊
豆
全
域
の
市
長
、
町
長
と
力
を
合

わ
せ
て
伊
豆
縦
貫
道
に
か
か
わ
る
予
算

獲
得
の
た
め
、
積
極
的
に
要
望
活
動
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
３０
年
ま

で
の
天
城
北
道
路
完
成
が
視
野
に
入
り

つ
つ
あ
る
中
、
県
で
は
、
伊
豆
地
域
を

含
め
『
内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』
を
拓ひ
ら

く

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

伊
豆
市
と
し
て
は
、
伊
豆
縦
貫
道
を

活
用
し
た
産
業
振
興
と
防
災
拠
点
整
備

な
ど
、『
内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』
へ
の

参
画
に
向
け
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

②
所
得
の
向
上

　

国
内
経
済
の
好
転
に
よ
っ
て
消
費
が

拡
大
す
る
こ
と
は
、
観
光
事
業
に
と
っ

て
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
県
の
文
化

事
業
で
あ
る
『
伊
豆
文
学
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
』
の
湯
ケ
島
開
催
を
誘
致
し
た
と

こ
ろ
、
地
元
の
皆
さ
ん
が
素
晴
ら
し
い

事
業
を
展
開
し
、
こ
れ
ま
で
は
事
実
上

『
伊
豆
文
学
賞
の
表
彰
式
イ
ベ
ン
ト
』

で
あ
っ
た
も
の
が
、
１
カ
月
に
わ
た
る

文
学
祭
り
に
な
り
ま
し
た
。
既
に
知
名

度
の
あ
る
伊
豆
は
、
私
た
ち
自
身
が
動

け
ば
必
ず
成
果
は
見
え
て
き
ま
す
。

　

伊
豆
マ
ラ
ソ
ン
や
ジ
オ
パ
ー
ク
に
と

ど
ま
ら
ず
、
観
光
交
流
事
業
を
伊
豆
が

一
つ
に
な
っ
て

進
め
る
こ
と
で
、

所
得
の
向
上
を

図
る
こ
と
が
で

き
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

③
定
住
の
促
進

　

平
成
２２
年
度
に
導
入
し
た
１
０
０
万

円
の
定
住
促
進
助
成
事
業
に
つ
い
て
、

都
会
か
ら
戻
っ
た
若
者
が
親
の
土
地
に

家
を
建
て
た
場
合
も
対
象
に
加
え
る
ほ

か
、
小
さ
な
子
ど
も
が
い
る
場
合
の
加

算
な
ど
制
度
の
拡
充
を
図
り
、
事
業
を

継
続
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
２７
年
に
田
方
広
域
都
市

計
画
の
見
直
し
を
確
実
に
実
現
す
る

た
め
、
準
備
に
万

全
を
期
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
ず
は
、

牧
之
郷
地
区
の
市

街
化
区
域
編
入
を

目
指
し
ま
す
。

伊
豆
市
の
進
む
べ
き
方
向

　
　
　
施 

政 

方 

針
　

平
成
２５
年
第
１
回
伊
豆
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
菊
地

市
長
が
、
施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
内

容
を
お
伝
え
し
ま
す
。

④
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ

　

本
年
４
月
の
開
局
に
向
け
て
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
る
『
Ｆ
Ｍ 

Ｉイ

ズＳ
』

に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
運
営
会
社

の
募
集
株
主
２
１
４
人
、
資
本
金
は

２
５
０
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

を
受
け
、
１
月
１８
日
（
金
）、
法
務
局

に
設
立
登
記
手
続
き
を
行
い
、
総
務
省

の
東
海
総
合
通
信
局
に
免
許
申
請
を
し

た
段
階
で
す
。

　

今
後
、
３
月
中
旬
に
予
備
免
許
取
得

の
予
定
で
、
そ
の
後
、
電
波
塔
の
建
設

に
着
手
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
当

初
４
月
開
局
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

６
月
開
局
に
ず
れ
込
む
見
込
み
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
開
局
に
向

け
て
最
大
限
の
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。

■
津
波
対
策

　

県
が
６
月
公
表
を
目
指
し
て
い
る
第

４
次
地
震
被
害
想
定
が
明
ら
か
に
な
れ

ば
、
速
や
か
に
土
肥
屋
形
海
岸
の
防
潮

堤
整
備
に
向
け
て
県
と
の
調
整
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
八
木
沢
地
区

に
お
け
る
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
可
能
性

に
つ
い
て
調
査
す
る
と
と
も
に
、
小
土

肥
地
区
の
津
波
避
難
の
在
り
方
に
つ
い

て
も
、
引
き
続
き
地
元
と
の
協
議
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
土
砂
災
害
対
策

　

内
陸
部
に
お
い
て
は
、『
土
石
流
危

険
地
域
及
び
急
傾
斜
地
災
害
危
険
地

域
』
の
安
全
対
策
を
着
実
に
進
め
る
と

と
も
に
、
国
土
交

通
省
沼
津
河
川
国

道
工
事
事
務
所
な

ど
と
連
携
し
た
情

報
連
絡
体
制
を
充

実
す
る
な
ど
、
ソ

フ
ト
対
策
も
強
化

し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
高
齢
者
の
移
動
手
段

　

市
内
で
は
犯
罪
発
生
数
が
少
な
い
も

の
の
、
高
齢
者
に
か
か
わ
る
交
通
事
故

が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
な
る
べ
く
公
共

交
通
機
関
を
利
用
い
た
だ
く
た
め
、
７０

歳
以
上
の
人
を
対
象
と
し
た
バ
ス
の
特

別
割
引
制
度
『
い
き
い
き
パ
ス
』
の
年

齢
上
限
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
高
齢

者
の
タ
ク
シ
ー
な
ど
利
用
助
成
の
対
象

者
を
８０
歳
へ
引
き
下
げ
る
な
ど
、
使
い

勝
手
を
改
善
す
る
措
置
を
講
じ
ま
し
た
。

一
人
で
も
多
く
の
高
齢
者
の
人
が
、
自

ら
ハ
ン
ド
ル
を
持
た
ず
に
移
動
で
き
る

よ
う
、
不
断
に
改
善
努
力
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

■
子
育
て
環
境
な
ど
の
充
実

　

新
た
に
『
不
育
治
療
医
療
費
』
の
助

成
を
行
う
ほ
か
、『
小
児
救
急
相
談
』

や
『
育
児
相
談
』
に
加
え
、『
こ
こ

ろ
の
相
談
』、『
高
齢
者
の
健
康
不
安
』、

『
介
護
相
談
』
な
ど
を
医
師
、
保
健
師
、

看
護
師
な
ど
が
２４
時
間
サ
ポ
ー
ト
可
能

な
『
電
話
健
康
相
談
サ
ー
ビ
ス
』
を
導

入
し
、
子
育
て
環
境
を
は
じ
め
と
す
る

健
康
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

■
住
環
境
対
策

　

汚
泥
再
生
処
理
施
設
の
建
設
に
つ
き

ま
し
て
は
、
地
権
者
な
ら
び
に
関
係
区

の
ご
理
解
に
よ
り
用
地
取
得
も
完
了
し
、

来
年
度
末
の
完
成
に
向
け
て
、
詳
細
設

計
完
了
後
、
主
に
造
成
工
事
お
よ
び
躯

体
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
関
係
に
つ
き

ま
し
て
は
、
広
域
施
設
建
設
地
の
早
期

確
保
を
目
指
す
と
と
も
に
、
当
面
の
懸

念
を
回
避
す
る
た
め
、
前
年
度
に
引
き

続
き
、
柏
久
保
焼
却
施
設
の
大
規
模
改

修
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

⑤
行
財
政
改
革

　

こ
れ
ま
で
、
伊
豆
市
版
事
務
事
業
評

価
や
施
策
評
価
に
取
り
組
み
、
そ
の
中

で
、
指
定
管
理
者
制
度
へ
の
取
り
組
み

や
、
業
務
の
外
部
委
託
な
ど
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
合
併
に
よ
っ
て
特
別
職
は
１６

人
か
ら
３
人
に
、
議
員
は
６０
人
か
ら
１６

人
に
、
職
員
は
５
２
０
人
か
ら
３
９
３

人
に
、
国
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
大
幅

な
人
員
削
減
を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
は
伊
豆
市
の
自
立
の
た
め

に
自
ら
決
断
し
、
実
行
し
て
き
た
も
の

で
す
。

　

伊
豆
市
と
し
て
、
今
後
と
も
、
市
民

の
幸
福
実
現
の
た
め
、
実
施
す
る
施
策

や
事
業
に
お
い
て
、
そ
の
目
的
達
成
と

効
果
性
・
効
率
性
を
最
大
限
追
求
す
る

と
と
も
に
、
事
務
事
業
の
不
断
の
見
直

し
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▲地域一体でおもてなし

▲土肥の津波避難タワー▲小学生に対して情報の周知活動



　平成25年度一般会計予算は、前年度より4億円増の156億
2,300万円となりました。
　主な増額要因は、昨年度からの継続事業である清掃センタ
ー施設大規模改修、新し尿処理施設建設事業、修善寺駅周辺
整備に伴う駅広場工事、鉄道移転補償などのほか、中伊豆中
学校体育館建設事業や行政消防無線デジタル化関連事業など
があります。
　なお、市民1人当たりの予算は約45万9,676円となります。

歳入予算の概要
　自主財源は、温泉施設の売却などによ
る使用料の減額により、合計で前年度比
1,326万円の減、自主財源比率は1.1ポ
イント減少の38.4％となりました。
　依存財源においては、補助事業に伴う
国庫支出金や市債の増により、4億
4,126万円の増となりました。
　なお、25年度末の住民1人当たりの市
債借入残高見込みは43万1千円となりま
す。（参考：23年度末40万1千円、
24年度末見込み40万9千円）

歳出予算の概要
　義務的経費である人件費や公債費は、
定員管理や起債の抑制により2,497万
円の減額を見込んでいますが、扶助費が
8,190万円の増額となることから、合
計では5,694万円の増となりました。
　物件費については、臨時職員の雇用形
態の見直しにより賃金を人件費へ振り替
えたことや、需用費などが減額となるこ
とから前年度比1億873万円の減額とな
ります。義務的経費や補助費などを含め
た経常的経費の合計は336万円の減、
歳出総額の68.4％になりました。
　投資的経費は前年度比5億1,485万
円の増となり、歳出総額の18.9％とな
りました。

当初予算主要事業をご紹介します 予算平成25年度の伊豆市

一般会計

3,685万円

48億6,160万円

3億6,140万円

28億9,280万円

2億5,680万円

12億8,180万円

1億2,780万円

8億4,023万円

6,296万円

3,578万円

25年度予算 内　　　容　　　　 会 計 名

公共用地取得事業特別会計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

簡易水道事業特別会計

下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

上水道事業会計（企業会計）

温泉事業特別会計（企業会計）

財産区特別会計（8地区計）

先行取得用地の事業化に伴う一般会計への売り払い

保険給付費など32億1,501万円
後期高齢者支援金など6億2,923万円

静岡県後期高齢者医療広域連合納付金3億7,989万円

居宅介護サービス給付費10億3,773万円
施設介護サービス等給付費11億2,646万円

八木沢・小下田簡易水道施設改修工事1億6,885万円
市内16施設の簡易水道などの維持管理

管渠工事（修善寺・中伊豆地区）1億2,000万円、公債費5億9,620万円

処理場維持管理業務1,561万円、公債費6,927万円

（予算規模）配水施設および水源の維持管理など

（予算規模）土肥地区の温泉施設の維持管理

持越・市山・門野原・吉奈・月ケ瀬・田沢・矢熊・湯ケ島
の各財産区の山林などの維持管理

特別会計・企業会計

　特別会計予算については、総額98億1,905万円（企業会計、
財産区を除く）を計上しました。
　主な事業は、下水道事業の修善寺・中伊豆地区の管渠工事
に1億2,000万円、簡易水道事業の土肥八木沢・小下田の簡
易水道施設改良工事に1億6,885万円を計上しました。

○電話による健康医療相談サービス　     　　　
　　　　　                        …483万円

○瀧下橋駐車場公衆トイレ整備事業　 　　　　　　
　　                                 …2,646万円

○行政消防無線デジタル化　
　　　　　　　　　 …1億510万円

○修善寺駅周辺環境整備
　　　　　　　　　 …9億2,810万円

○中伊豆中学校体育館建設工事　　　　　　
　                         …2億2,072万円

○津波避難塔設置工事測量調査設計業務委託料
　　　　　　　　　　　　　…550万円

○ラジオ広報事業（コミュニティＦＭ）  　　　　　
　　　　　　　                  …700万円

○ジオパーク推進事業…………3,478万円

○新し尿処理施設建設事業   　　　　　　　
　                         …1億9,625万円

○焼却施設改良工事 …2億5,514万円

歳出総額 1５6億２,３00万円

歳入総額 1５6億２,３00万円

● 問合せ／財務課☎（72）9859

自主財源
５９億９，６７２万８千円

38.4％

依存財源
９６億２，６２７万２千円

61.6％

市税
４４億１，４５３万７千円

28.3％

地方交付税
４６億５，０００万円

29.8％

市債
17 億 8,670 万円

11.4％

地方譲与税
７９６，１００千円

5.2％

繰越金
使用料・諸収入など
９億６，７５８万２千円

6.1％

繰入金
6億 1,460 万 9千円

4.0％

国庫支出金
１５億１，２７４万８千円

9.7％

地方譲与税など
７億７，４２０万円

4.9％

義務的経費
６３億６７４万７千円

40.4％

投資的経費
２９億５，５４２万円

19.0％

その他の経費
１９億７，６４９万円

12.6％

扶助費
18億 119 万 1千円

11.5％

公債費
14億 5,534 万 7千円

9.3％

補助費など
18億 4,633 万 3千円

11.8％

繰出金
19億 2,485 万 9千円

12.3％

物件費
２４億３，８４３万１千円

15.6％

単独事業
１２億８，８２１万８千円

8.3％

補助事業
１６億３，４４５万６千円

10.5％

その他
５，１６３万１千円

0.4％

県営事業負担金
３，２７１万 6千円

0.2％

災害復旧費
３万円
0.0％

県支出金
９億２６２万４千円

5.8％

維持補修費
9,957 万 9千円

0.6％

人件費
30億 5,020 万 9千円

19.5％

経常的経費
１０６億９，１０９万円

68.4％
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平
成
２４
年
度

施
策
評
価
会
の
実
施
結
果
に
つ
い
て

　
平
成
２２
年
度
〜
２３
年
度
に
か
け
て
、『
市
民
に
よ
る
事
業
評
価
会
』

に
よ
り
、事
務
事
業
の
評
価
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
２４
年
度
は
、第
１
次
伊
豆
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
基

本
事
業
に
あ
た
る
施
策
単
位
で
試
行
的
に
４
件
抽
出
し
、そ
れ
ぞ
れ

の
評
価
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
／
総
務
課
☎（
７２
）１
１
１
１

　
施
策
を
構
成
す
る
事
務
事
業
を
個
々
に
評

価
す
る
の
で
は
な
く
、施
策
の
目
標
達
成
の

た
め
の
貢
献
度
や
優
先
度
な
ど
を
総
合
的
に

評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
、今
後
の
政
策
や
施

策
が
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
に
沿
っ
て
進
め
ら

れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
見
直
す
こ
と
を
目
的

と
し
ま
す
。

　
第
１
次
伊
豆
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

で
は
、６
の
基
本
方
針
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

目
標（
大
分
類
）と
、そ
の
下
に
２７
の
政
策（
中

分
類
）が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
２７
の
政
策
の
下
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
施

策
が
基
本
事
業（
小
分
類
）と
し
て
示
さ
れ
て

お
り
、こ
の
施
策
の
目
標
達
成
の
た
め
に
各
事

務
事
業（
実
施
計
画
）が
存
在
し
ま
す
。

目
的

第
１
次
伊
豆
市
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
の
体
系
に
つ
い
て

第1次伊豆市総合計画後期基本計画の体系

基本
理念

政策

施策

事務事業

6のまちづくりの目標

27の施策の大綱

100の大項目から
なる基本事業

事務事業

…基本構想

…実施計画
…基本計画

平成24年度　4つの施策評価の取り組み状況について

①施策名：生きがい対策の充実

施策の目的

施策評価による
見直しの内容

施策評価会での
主な意見など

成果指数

　高齢者の生きがいと社会参加を促進し、孤独感の解消、心身機能の低下や認知症の予防
を図るとともに、各地域の民生児童委員、自治会、ボランティアなどと高齢者が協力し合え
る体制をつくりながら、高齢者福祉の推進を図る。

平成27年度までに老人クラブ登録者数を4,000人とする（平成23年度の実績：3,086人）。
※老人クラブ活動など延べ参加者数、生涯学習事業延べ参加者数

○生涯学習事業との連携　○敬老会開催方法の見直し
○敬老福祉金の廃止　○シルバー人材センター補助金の削減

②施策名：農林水産物特産品の振興

施策の目的

施策評価による
見直しの内容

施策評価会での
主な意見など

成果指数

　伊豆市の既存特産品であるワサビやシイタケなどの生産出荷量の増加を図りつつ、安定
した品質の確保によるブランド化の推進を図るとともに、そのほか市ならではの農林水産
物を活用した特産品の開発とブランド化を進める。
　また、特産品については、地域外への出荷と同時に地産地消を推進することで地域活性
化を図る。

平成27年度までに新特産品を2個開発する

○特別栽培米『清流コシヒカリ』の流通システムの整理とブランド確立を支援  
○新たな特産品の開発または特産品を活用した商品開発や市場開拓に取り組む団体などを支援 
○地域資源を活用した商品開発を目標に３カ年実施した事業の終了 

○地産地消については、流通システムまで切り込んで市がどこまで取り組むべきかを再検
　討すべき。    
○下船原加工場は利用状況を考慮し、今後の方針を再検討すべき。   
○土肥花木園は、管理形態の見直しを含め可能性を模索すべき。    
○健康志向にマッチする天草の活用を検討すべき。

④施策名：体育施設、設備の整備と有効活用

施策の目的

施策評価による
見直しの内容

施策評価会での
主な意見など

成果指数

　市民が健康維持・増進や余暇利用のために体育施設を安全で快適に利用できるように環
境を整備して提供するとともに、施設の利用促進を図り、有効活用することを目的とする。

平成27年度までに、スポーツ施設の年間延利用者数を23万５千人とする（平成23年度の実績
：21万７千人）。  

○スポーツ施設の予約受付業務の一元化の推進      
○伊豆市スポーツ施設再編計画の策定       
○魅力（三力）プロジェクトとの連携により施設の有効利用を推進

○利用者の利便性を考慮しながら、予約システムの活用方法を検討すべき。   
○社会教育施設の統廃合や学校跡地などの活用について将来の方向性を総合的に検討すべき。  
○市の規模、財政力を勘案して施設数を検討する必要がある。    
○天城温泉プールは、今後、廃止を含めて検討すべき。     
○魅力（三力）プロジェクトとの連携は、議論を重ね、より良い方向性を見出していくべき。

③施策名：環境意識の向上、環境美化の推進

施策の目的

施策評価による
見直しの内容

施策評価会での
主な意見など

成果指数

　市民にとって重要な資源となっている地域環境を、安全で美しい環境として維持・充実し
ていく。

平成27年度までに市民1人1日当たりのゴミ排出量を898ｇに減量（平成23年度の実績：930ｇ） 

○環境意識調査（市民アンケート）の実施 　○マイバック運動の推進    
○環境美化運動の推進 ○環境教育の進め方について教育委員会と協議    
○地区集合消毒薬剤支給事業の廃止

○ゴミ減量化や環境意識の向上について、市としての取り組みは十分であるのか再検討が
　必要。     
○レジ袋の有料化については、市としての姿勢が不明確である。    
○環境教育については、体系や市として目指すものを整理した上で各学校との連携を検討すべき。  
○ゴミ収集や焼却施設の運営については、市民ニーズの把握も必要。 施策名 増減額平成24年度事業費 平成25年度事業費

①生きがい対策の充実
②農林水産物特産品の振興
③環境意識の向上、環境美化の推進
④体育施設、設備の整備と有効活用

73,005
16,407
10,171
94,820

60,182
16,200
8,303

103,201

▲12,823
▲207
▲1,868
8,381

（単位：千円）

○生きがい対策と生涯学習とのすみわけや連携の検討が必要。    
○高齢化が進む中、対象年齢についても検討が必要。     
○敬老会はさまざまな方向性を検討する中で改善すべき。     
○敬老福祉金は、一律支給を見直し特定年齢への支給などの検討が必要。   
○シルバー人材センター補助金は、経営努力を促し削減すべき。
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市
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
お
け
る

現
状
と
課
題

　
市
で
は
、『
伊
豆
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
』を
基
に
、『
ス
ポ
ー
ツ
と

健
康
の
ま
ち
伊
豆
』を
目
指
し
て
、設
定
し
た
目
標
を
達
成
す
る
た

め
、ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。　
　

　
こ
こ
で
は
、市
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
お
け
る
現
状
や
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
か
ら
分
か
っ
た
市
民
の
実
情
な
ど
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ『
ア
ル
テ
伊
豆
』に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

  

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
　
☎（
83
）５
４
７
６

　
　
　
　
　
　
　
　  

／
ア
ル
テ
伊
豆
事
務
局
　
☎（
72
）５
９
３
５

　
市
の
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
巻
く
現
状
は
、少
子
化

な
ど
に
よ
る
地
区
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
学
校
部
活

動
の
規
模
縮
小
。ま
た
、地
区
対
抗
ス
ポ
ー
ツ
大

会
へ
の
参
加
チ
ー
ム
が
年
々
減
少
し
て
い
る
こ
と

な
ど
、い
く
つ
か
の
課
題
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
す
る
ワ
ケ

　
ス
ポ
ー
ツ
は
、単
に
体
を
動
か
す
こ
と
に
よ

る
体
力
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、爽
快
感

や
達
成
感
、連
帯
感
な
ど
を
も
た
ら
し
ま
す
。

さ
ら
に
は
、生
活
習
慣
病
の
予
防
や
精
神
的
ス

ト
レ
ス
の
発
散
な
ど
の
心
身
の
健
康
維
持
・
増

進
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
す
。

　
ま
た
、ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
じ
て
、青
少
年

の
健
全
育
成
、地
域
社
会
の
活
性
化
、高
齢
者

の
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り
な
ど
社
会
的
な
面

か
ら
も
意
義
を
有
す
る
た
め
、市
で
は
、ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
推
進
を
し
て
い
ま
す
。

『
伊
豆
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
』の
期
間

　
計
画
期
間
は
平
成
１９
年
度
か
ら
平
成
２８
年

度
ま
で
の
１０
年
間
で
す
。

　
進
捗
状
況
や
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
す

る
た
め
５
年
経
過
後
の
平
成
２４
年
度
に
計
画
を

見
直
す
た
め
の
一
つ
の
資
料
と
し
て
、市
民
を

対
象
に
運
動
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

　
そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
は
下
記
の

『
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
分
か
る
！
市
民
の
ス

ポ
ー
ツ
に
対
す
る
実
情
』を
ご
覧
く
だ
さ
い
。こ

ち
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
郵
送
に
よ
り
、左
記
の

と
お
り
実
施
し
た
も
の
で
す
。

実
施
期
間
／
平
成
２４
年
１０
月
３
日
〜
１１
月
２
日

回
答
者
／
市
内
在
住
の
２０
歳
〜
６９
歳
の
男
女

３
２
８
人

行った運動の上位は
1位　ウォーキング（21.7％）
２位　ラジオ体操、ストレッチ
　　　　　　　　（12.1％）
3位　筋力トレーニング（9.2％）
となっていて、どの運動も一人
で行えるものでした。
運動を一人で行っている人は、
40.4％という結果でした。

　週1回以上運動を実施してい
る人は、全体の37.5％という結
果が出ました。
　計画では、成人の週１回以上
のスポーツ実施率50％を目標
としていますが、平成18年に
行った調査では12.4％であった
ことから、目標に近付いている
といえます。

十分である
27.9％

足りていない
72.1％

　運動の回数や時間について
足りていないと思う人が、7割
以上も！
　この結果から、今のままでは
不十分だと思っている人が多い
ということが分かります！

健康維持、体力向上
26.5％

運動不足の解消
21.3％

ストレスの解消
13.1％

友人・仲間との交流
12.7％

美容や肥満の解消
9.2%

体を動かす楽しみ
7.7％

その他
9.5%

参加しなかった上位の理由は、
1位　仕事や家事などで忙しく
　　  て時間がない（29.2％）
2位　機会がなかった（23.5％）
3位　興味のあるスポーツイベ     
　　  ントがない（8.5％）
　　  となっています。

加入していないが
内容は知っている

5.9％
加入を考えている

0.6％

すでに加入している
0.6％

聞いたことがない
81.7％

聞いたことはある
がよく知らない
11.2％

●アンケート結果から分かる！

『
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
の
ま
ち
伊
豆
』を
目
指
し
て
！

この1年間に運動をしましたか？

特　集

平均すると、どの程度運動していますか？

運動の回数や時間についてどのようにお考えですか？

しない
40.1% した

59.9%

ほぼ毎日
7.6％

週3～5日
9.5％

週1～2日
20.4％

月1～3日
22.3％

運動をしない
40.1％

未回答
0.1％

運動を行う理由は何ですか？

仕事や家事などで
忙しくて時間がない

29.9％

運動をしなかった理由は？

機会がない
22.9％

運動やスポーツに興味がない
11.3％

利用しやすい場所や
施設がない
6.1％

その他
15.5％

病気やけがで
運動できない
6.9％

年をとったから
7.4％

ある
12.1%

ない
87.9％

過去1年間で市主催のスポーツイベントに
参加したことはありますか？

総合型地域スポーツクラブ
『アルテ伊豆』を知っていますか？

実情市民のスポーツ
に対する

　『アルテ伊豆』について聞いたこと
がない人が8割以上もいました。
次ページでは、『アルテ伊豆』につい
て紹介します。

　『アルテ伊豆』について聞いたこと
がない人が8割以上もいました。
次ページでは、『アルテ伊豆』につい
て紹介します。

アルテ伊豆って？アルテ伊豆って？
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　『
ア
ル
テ
伊
豆
』と
は
、ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
、地
域
に
住
む
皆
さ
ん
が
主
役
の
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
こ
と
で
す
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
伊
豆
市
体
育
協
会
が
中
心
と

な
り
、平
成
２３
年
４
月
か
ら『
仲
間
づ
く
り
、

健
康
づ
く
り
、人
づ
く
り
』、『
だ
れ
で
も
気
軽

に
楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
、生
き
い
き
暮

ら
せ
る
地
域
づ
く
り
』を
理
念
と
し
て
立
ち

上
げ
ま
し
た
。

　
運
営
の
基
盤
は
、受
益
者
負
担
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
シ
ッ
プ
で
す
。

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
を
対
象
に
、生
涯
に

わ
た
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
心
身
の
健
康

づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
、ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
子
ど
も
の
健
康
育
成
、ス
ポ
ー
ツ
愛
好

家
の
活
動
の
場
づ
く
り
、そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
地
域
住
民
の
交
流
を
深
め
豊
か
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
現
在
、次
の
４
つ
の
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

○
子
ど
も
体
育
教
室

○
ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

○
健
康
ア
ッ
プ
教
室

○
ふ
れ
あ
い
３
Ｂ
体
操
教
室

　
し
か
し
、参
加
者
が
ま
だ
少
な
い
の
が
現

状
で
す
。５
月
か
ら
は
休
止
中
の
キ
ッ
ズ
サ
ッ

カ
ー
も
再
開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、課
題
と
し
て
現
在
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
子
ど
も
と
遊
ん
で
く
れ
る
人
や
受
け
付
け

を
し
て
く
れ
る
人
が
少
な
い
た
め
協
力
し
て

い
た
だ
け
る
人
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、皆
さ
ん
に
協
力
し
て
い
た

だ
き
、み
ん
な
で
支
え
て

体
育
館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

元
気
な
声
が
飛
び
交
う
街

を
作
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

『
ア
ル
テ
伊
豆
』と
は
何
で
す
か
？

特
徴
は
？

ど
ん
な
教
室
が
あ
り
ま
す
か
？

ま
た
、現
在
の
課
題
や
今
後
の
展
望
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
！

『アルテ伊豆』会長　長倉 春生

子ども体育教室の魅力について
　子どもの運動能力は、幼いころに
身に付きます。現在、体を動かす機
会が減ってきている子どもたちに対
して、私たちは、元気いっぱい体を動
かすことのお手伝いをしたいと思っ
ています。
　また今では、子どもの生活習慣病
も増えてきているので、健康な体を
育むために運動はとても重要となっ
てきます。

スロートレーニングの魅力について
　体の使い方のクセによって作り出
してしまった筋骨格系のゆがみを改
善し、体に正しい使い方を学習させ
ます。そうすることで、思ったとおり
に体を動かすことができ、今よりも
っと体を動かしたくなりますよ！

ながくら　 はるお

先生の皆さん

梅原 淳子先生
うめはら　じゅんこ

『
ア
ル
テ
伊
豆
』に
つ
い
て

詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
！

　ここでは、前ページで『アルテ伊豆』について、聞いたことがない人
が8割以上いるという結果を受け、魅力いっぱいの『アルテ伊豆』につい
て会長インタビューと2つの教室を取材してきましたので、紹介します。
　これから暖かな春を迎えます。春から始める『アルテ伊豆』！体を動
かすにはちょうどいい季節の到来です！

総合型地域スポーツクラブ総合型地域スポーツクラブ
いつでも・どこでも・だれでも・いつまでも

『アルテ伊豆』の紹介

会
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　取材を通じて、『子ども体育教室』では、子どもたちの元気な声と楽しそうな姿を、『スロート
レーニング』では、体を動かすことによって、いつまでも健康な体づくりをする人の姿を見るこ
とができました。あらためて、元気で健康でいることの重要性に気付くことができました。
　市では、『アルテ伊豆』のほかにも、さまざまなスポーツイベントを開催しています。多くの皆
さんに参加してもらい、スポーツを通じて、人との交流、仲間づくり、健康づくりなどにこれから
も貢献していきたいと思います。

これからもスポーツ推進を目指して！！

◎自分のカラダを知る！『スロートレーニング』◎自分のカラダを知る！『スロートレーニング』

元気いっぱい！『子ども体育教室』元気いっぱい！『子ども体育教室』
～2つの教室を取材しました！～

PHOTO
レポート
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２
月
８
日
（
金
）、総
務
省
よ
り
平
成
２４
年
地

方
公
務
員
給
与
実
態
調
査
結
果（
平
成
２４
年
４

月
１
日
現
在
）の
概
要
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
公
表
の
結
果
、伊
豆
市
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

は
、１
０
３
・
６
で
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、そ
の
理
由
に
つ
い
て
分
か
り
や
す

く
説
明
し
ま
す
。　

問
合
せ
／
総
務
課（
７２
）１
１
１
１

理由③：給料のみの比較

　ラスパイレス指数は、給与の一部である
給料（基本給）のみで比較されています。
　よって諸手当を含めた給与全体の水準
ではありません。
※給与とは…
　給料と諸手当（扶養手当、住居手当、時間外勤務
　手当など）を合計したものです。
　（左記諸手当を含めた給与比較イメージ図参照）

諸手当を含めた給与比較イメージ図

給料 給料給料

諸手当
諸手当 諸手当

伊豆市

※震災の復興財源確保などのため、国家公務員は平成　
　24・25年度の2年間限定で給与カットを行っています。

国家公務員
（カット前）

国家公務員
（カット後）

理由④：諸手当について

災
害
派
遣
手
当

勤
勉
手
当

期
末
手
当

宿
日
直
手
当

夜
勤
手
当

休
日
勤
務
手
当

時
間
外
勤
務
手
当

特
殊
勤
務
手
当

管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当

管
理
職
手
当

単
身
赴
任
手
当

通
勤
手
当

住
居
手
当

扶
養
手
当

国
家
公
務
員

伊
豆
市

伊豆市には存在しない
諸手当

…

最後に諸手当を含めた給与月額（平成24年4月現在）で比較してみると…

結　論結　論

一般行政職

指定職

一般行政職

42.8歳

56.2歳

43.4歳

３７２，９０６円

９２０，１３５円

349,650円伊豆市

国家公務員

平均年齢 平均給与月額
※国ベース区分

伊豆市の方が国家公務員に対し
て平均年齢が0.6歳高いのに、
約23,000円給与が安いという
結果に！

※国家公務員の平均給与月額には、時間外勤務手当、特殊勤務手当、通勤
手当などが含まれていないため、比較のため国家公務員と同じベース
で再計算したものです。

※伊豆市は、管理職員特別勤務
　手当と特殊勤務手当の制度
　はありますが、支給実績があ
　りません。

公
務
員
給
与

　国
よ
り
地
方
が

　高
い
っ
て
ホ
ン
ト
？

ラスパイレス指数について
　ラスパイレス指数とは、国家公務員の平均給料額を１００
としたときの、各自治体の地方公務員の平均給料額の指数
です。
　総務省は毎年、地方公務員の給与水準をチェックするた
めに、全地方公共団体平均、都道府県、政令指定都市、中核
市、市区町村のラスパイレス指数を発表しています。

理由①：
給料表の違い

　表のとおり、給料表は同
じでも、国家公務員の高い
等級は伊豆市には存在しま
せん。

… 指定職

… 一般行政職

理由②：職員の比較対象は実は…！

　ラスパイレス指数の算出方法は、国家公務員の全等級が対象で
はなく、一般行政職のみが比較対象となっています。
　伊豆市の全職員　　　と国家公務員の一般行政職　　　の給
料が用いられ、伊豆市のラスパイレス指数は算出されています。

事務次官

警視総監

外局の長官・審議官

試験所・研究所などの長

局長

外局の次長

上記以外の官職

課長

室長

課長補佐

係長

係員

部長・局長
課長・参事・支所長
室長・主幹・支配人

主査
主任
副主任
主事1

2
1
10
9
8
7
6
5
4
3

2

8

7

6

5

4

3

（等級）

国家公務員 伊豆市

知知

知知

知知

知知

地
域
手
当

研
究
員
調
整
手
当

専
門
ス
タ
ッ
フ
職
調
整
手
当

初
任
給
調
整
手
当

本
府
省
業
務
調
整
手
当

寒
冷
地
手
当

特
地
勤
務
手
当

広
域
異
動
手
当

勤
勉
手
当

期
末
手
当

宿
日
直
手
当

夜
勤
手
当

休
日
給

超
過
勤
務
手
当

特
殊
勤
務
手
当

管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当

俸
給
の
特
別
調
整
額

単
身
赴
任
手
当

通
勤
手
当

住
居
手
当

扶
養
手
当
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▲がっちりと握手を交わす稲田理事長（左）と市長（右）

 

官
民
が
協
力
し
て

が
ん
検
診
普
及
啓
発
と
受
診
率
向
上

　

2
月
12
日（
火
）、市
役
所
本
庁
で
市
と
三
島
信
用

金
庫
が
、市
民
の
が
ん
検
診
啓
発
と
受
診
率
向
上
を

協
働
で
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に『
が
ん
検
診
普
及

啓
発
及
び
受
診
率
向
上
に
関
す
る
協
定
』を
締
結
し
、

同
日
そ
の
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

調
印
式
で
三
島
信
用
金
庫
の
稲
田
精
治
理
事
長
は
、

「
ま
ず
は
地
域
の
受
診
率
を
上
げ
て
、早
期
発
見
・

早
期
治
療
が
で
き
る
よ
う
、組
織
を
あ
げ
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」と
意
気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。

『
修
禅
寺
物
語
』
の
読
み
語
り

地
元
の
魅
力
を
児
童
が
伝
え
る

▲児童たちによる息の合った読み語りと影絵

土
肥
地
区
で
津
波
避
難
訓
練

▲防災ヘリによる大規模な訓練も行われました

　

2
月
26
日（
火
）、土
肥
こ
ど
も
園
内
に
あ
る
津
波
避

難
タ
ワ
ー
を
使
用
し
た
大
規
模
な
津
波
避
難
訓
練
が
行

わ
れ
、地
域
住
民
な
ど
約
３
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、東
日
本
大
震
災
で
発
生
し
た
大
津
波

を
教
訓
に
、土
肥
地
区
に
お
い
て
巨
大
地
震
発
生
直
後

に
津
波
が
襲
来
す
る
こ
と
を
想
定
し
、津
波
に
よ
る
人

的
被
害
の
軽
減
と
各
機
関
と
の
連
携
強
化
を
目
的
と
し
、

伊
豆
市
地
域
防
災
計
画（
津
波
対
策
編
）に
基
づ
き
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

3
月
5
日
（
火
）、修
善
寺
小
学
校
5
年
生
の
児
童

32
人
が
、岡
本
綺
堂
原
作
の『
修
禅
寺
物
語
』を
同
校

近
く
の
民
間
施
設『
柳
生
館
』で
公
演
し
ま
し
た
。会
場

に
は
、多
く
の
地
域
住
民
や
保
護
者
な
ど
が
訪
れ
、児

童
た
ち
に
よ
る
読
み
語
り
と
影
絵
を
楽
し
み
ま
し
た
。

公
演
は
、『
地
元
に
伝
わ
る
物
語
を
地
元
の
児
童
が

公
演
す
る
』と
い
う
目
的
で
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、半

年
前
か
ら
準
備
と
練
習
を
重
ね
て
き
た
成
果
が
十
分

に
発
揮
さ
れ
た
素
晴
ら
し
い
公
演
で
し
た
。

も
し
も
の
と
き
に
備
え
て

▲スタートの合図とともに走り出す1,603人のランナー

伊
豆
は
ひ
と
つ

第
6
回
伊
豆
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

2
月
17
日（
日
）、第
6
回
伊
豆
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。大
会
は
、『
２１・７
㎞
コ
ー
ス
』、『
10

㎞
コ
ー
ス
』、『
3
㎞
コ
ー
ス
』の
3
部
門
が
行
わ
れ
、

２
９
０
７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
『
２１・７
㎞
コ
ー
ス
』で
は
、１
６
０
３
人
が
修
善
寺
駅

北
側
を
ス
タ
ー
ト
し
、伊
豆
半
島
を
北
上
。伊
豆
の
国

市
や
函
南
町
を
経
て
、ゴ
ー
ル
で
あ
る
三
嶋
大
社
を
目

指
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、春
の
日
差
し
が
差
し
込
み
、風
も
な
く

絶
好
の
マ
ラ
ソ
ン
日
和
で
し
た
。

▲伊藤さんの作品『子供の明るい未来をつくるために』が見事入賞！

届
け
！
わ
た
し
の
願
い

明
る
い
未
来
を
築
く
方
法

　

2
月
20
日（
水
）、修
善
寺
中
学
校
3
年
生
の
伊
藤
英

理
子
さ
ん
の
作
品
が『
第
32
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
沼
津
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
大
会
』で
入

賞
し
、同
校
で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、人
権
尊
重
の
重
要
性
・
必
要

性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、豊
か
な
人
権

感
覚
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。今
大
会
は
、県
東
部
の
43
中
学
校
在
校
生
か
ら

３
５
１
９
編
の
応
募
が
あ
り
、13
編
が
入
賞
し
ま
し
た
。

2
月
17
日（
日
）、修
善
寺
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
、

創
立
45
周
年
記
念
行
事
と
し
て
牧
之
郷
地
区
の
狩
野

川
堤
防
に
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
苗
木
を
85
本
植
樹
し
ま

し
た
。作
業
は
、牧
之
郷
区
、修
善
寺
南
小
学
校
区
の

各
子
ど
も
会
、修
善
寺
中
学
校
、伊
豆
総
合
高
等
学

校
な
ど
10
団
体
、約
２
３
０
人
が
協
力
し
て
行
い
ま

し
た
。

皆
さ
ん
の
愛
情
が
た
っ
ぷ
り
詰
ま
っ
た
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
。こ
の
春
に
も
花
を
咲
か
せ
る
そ
う
で
す
。

愛
情
い
っ
ぱ
い
！
桜
の
植
樹

毎
日
の
成
長
が
楽
し
み
！

▲家族みんなで植樹したソメイヨシノ。大きく育ってね！



　
近
ご
ろ
、銀
行
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
会
社
か
ら
の
メ
ー
ル
を
装
い
、セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
上
の
問
題
が
生
じ
た
な
ど

と
し
て
、メ
ー
ル
に
貼
ら
れ
た
リ
ン
ク

先
の
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
さ
せ
、振
込

口
座
の
暗
証
番
号
、Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー

ド
な
ど
の
情
報
を
不
正
に
取
得
す
る

『
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
』が
増
加
し
て
い

ま
す
。こ
れ
ら
の
サ
イ
ト
は
、ロ
ゴ
を

無
断
転
用
す
る
な
ど
、本
物
の
銀
行
な

ど
の
サ
イ
ト
と
見
分
け
が
つ
か
な
い
く

ら
い
精
巧
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
者
も
増
え
て
き

た
こ
と
か
ら
、こ
れ
ら
の
運
営
事
業
者

に
な
り
す
ま
し
て
、フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
サ
イ

ト
に
ア
ク
セ
ス
さ
せ
、I
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー

ド
を
不
正
に
取
得
し
、そ
の
ア
カ
ウ
ン
ト

を
乗
っ
取
る
被
害
も
増
加
し
て
ま
す
。こ

れ
は
、乗
っ
取
っ
た
ア
カ
ウ
ン
ト
を
悪
用

し
、知
人
な
ど
に
ウ
ィ
ル
ス
を
ば
ら
ま
い

た
り
、さ
ら
に
銀
行
な
ど
に
偽
装
し
た
フ

ィ
ッ
シ
ン
グ
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
さ
せ
、

財
産
を
だ
ま
し
取
っ
た
り
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め

に
は
、受
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●メニュー提供
伊豆市健康づくり食生活推進協議会
●メニュー提供
伊豆市健康づくり食生活推進協議会

食育
 ひとくち
食育
 ひとくち

毎月19日は
食育の日memomemo

…伊豆市食育推進会議…

～作り置きの料理をおいしく楽しくアレンジ～

保育園・幼稚園・こども園の紹介

 1/6等分
栄養価

作り方材料《 4人分 》

◆園目標　みんな なかよし 元気な子
◆重点目標　○思いやりのある子ども
　　　　　　○自己表現のできる子ども
　　　　　　○たくましい子ども
　　　　　　

❶米粉とベーキングパウダーを
　ふるい合わせておく。
❷ボウルに卵と卵黄を入れ、40
　～60℃の湯で温め、もったり
　するまで泡立てる。
❸②に【Ａ】を加え、泡立て器で
　よく混ぜる。
❹③に①を加え、ゴムべらで切
　るように混ぜる。
❺クッキングシートを敷いた型
に、④を流し入れ、180℃に予
熱したオーブンで10分焼い
た後、150℃にして30～35分
焼く。竹串を刺して、何もつか
なければでき上がり。

◆米粉…………………90ｇ
◆ベーキングパウダー
　　　 …………小さじ1/2
◆卵…………………… 3個
◆卵黄……………… 1個分
◆【Ａ】
　◇砂糖………………90ｇ
　◇はちみつ…… 大さじ２
　◇梅ジュース… 大さじ3

　
湯
ケ
島
幼
稚
園
は
、山
や
川
、田
畑
な
ど
に
囲
ま
れ
、

緑
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
場
所
に
あ
り
ま
す
。

園
児
は
、３
歳
児
10
人
、４
歳
児
７
人
、５
歳
児
８
人
、合

計
25
人
の
小
規
模
園
で
す
。少
人
数
の
良
さ
を
生
か
し

て
、異
年
齢
児
と
の
か
か
わ
り
を
生
活
の
基
盤
と
し
、仲

間
同
士
の
触
れ
合
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、自
分
ら
し
さ

を
発
揮
で
き
る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
園
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　
園
で
は
、子
ど
も

た
ち
が
、身
近
な
自

然
や
歴
史
あ
る
文

化
、伝
統
あ
る
文
学

に
触
れ
る
機
会
を

設
け
て
い
ま
す
。そ

れ
に
よ
り
、地
域
の

良
さ
を
伝
え
、地
域

を
大
切
に
し
、伸
び

伸
び
と
心
豊
か
に

育
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、食
育
に
も
力
を
入
れ
、自
分
た
ち
で
育
て
た
野
菜

を
使
っ
て
ク
ッ
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
過
疎
化
が
進
ん

で
い
ま
す
が
、こ
れ

か
ら
も
他
園
と
の

交
流
、地
域
や
保
護

者
の
皆
さ
ん
と
触

れ
合
う
楽
し
さ
を

大
切
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。そ
の
経

験
を
通
じ
て
、み
ん

な
が
仲
良
く
思
い

や
り
の
あ
る
子
ど

も
に
育
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

湯ケ島幼稚園湯ケ島幼稚園

◇エネルギー…193kcal　◇カルシウム…12mg
◇たんぱく質…5.1g　◇脂質…4.2g　◇食塩相当量…0.2ｇ米

粉
を
使
用
し
た
お
や
つ

　
　米
粉
カ
ス
テ
ラ

米
粉
を
使
用
し
た
お
や
つ

　
　米
粉
カ
ス
テ
ラ

困ったときの牛丼作り置き！
　使いまわしの利く素材で、ひと手間で一品になります。牛丼の具
を作り置きして冷蔵庫に入れておきます。ネギ、シイタケ、豆腐を
加えて煮ればすき焼き！卵でとじてもおいしいです。

伊豆市食育推進会議委員　菅尾 三恵子（熊坂）

みんなで楽しくクッキング♪みんなで楽しくクッキング♪

みんなで仲良く劇遊び♪みんなで仲良く劇遊び♪

体
を
動
か
さ
な
い
こ
と
が

心
身
と
も
に
機
能
低
下
を
招
く

　
加
齢
や
運
動
不
足
に
よ
り
体
の
機
能
が
低

下
し
、体
を
動
か
さ
な
く
な
る
こ
と
で
、使
わ

な
い
筋
肉
は
低
下
し
、関
節
は
硬
く
な
っ
て

動
き
が
悪
く
な
り
ま
す
。特
に
、ひ
ざ
関
節

痛
や
腰
痛
な
ど
慢
性
的
に
続
く
痛
み
に
よ

り
、体
を
動
か
す
こ
と
が
減
る
と
、今
ま
で
で

き
た
こ
と
が
、い
つ
の
間
に
か
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
で
す
。

　
ま
た
、体
を
動
か
さ
な
い
た
め
食
欲
が
低

下
し
、食
べ
な
い
こ
と
で
体
力
が
落
ち
、低
栄

養
や
免
疫
力
の
低
下
、自
信
喪
失
や
意
欲
低

下
に
つ
な
が
る
な
ど
悪
循
環
が
生
じ
ま
す
。

「
で
き
な
い
か
ら
や
ら
な
い
」、「
痛
い
か
ら
動

か
な
い
」、「
も
う
年

だ
か
ら
」と
あ
き
ら

め
な
い
で
積
極
的

に
体
を
動
か
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。　

自
分
の
体
を
見
つ
め
直
そ
う
!!

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
送
付
し
ま
す

　
市
で
は
、介
護
申
請
を
し
て
い
な
い
65
歳
以

上（
４
月
１
日
現
在
）で
、奇
数
の
年
齢
の
皆

さ
ん
を
対
象
に『
基
本
チ
ェッ
ク
リ
ス
ト
』を
郵

送
し
ま
す
。

　『
基
本
チ
ェッ
ク
リ
ス
ト
』と
は
、日
常
生
活

に
お
け
る
機
能
低
下
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
す
。

《
チ
ェッ
ク
リ
ス
ト
例
》

Ｑ・こ
の
１
年
間
で
転
ん
だ
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？

Ｑ・転
倒
に
対
す
る
不
安
は
あ
り
ま
す
か
？

Ｑ・１
日
15
分
以
上
、続
け
て
歩
い
て
い
ま
す

か
？

Ｑ・階
段
を
手
す
り
や
壁
を
つ
た
わ
ら
ず
上
っ

て
い
ま
す
か
？

Ｑ・い
す
に
座
っ
た
状
態
か
ら
何
に
も
つ
か
ま

ら
ず
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
か
？

　
こ
の
チ
ェッ
ク
リ
ス
ト
の
結
果
を
基
に
、介
護

予
防
事
業
が
必
要
な
人
に
は
個
別
案
内
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、毎
年
参
加
さ

れ
る
人
が
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
ま
た
、「
介
護
予
防
な
ん
て
自
分
に
は
必
要

な
い
」、「
悪
く
な
っ
て
き
た
ら
考
え
ま
す
」と

回
答
さ
れ
る
人
が
多
い
で
す
が
、早
め
に
意
識

し
て
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
今
一
度
、自
分
自
身
の
体
の
こ
と
を
見
つ
め

直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

　
最
近
、「
足
腰
に
自
信
が
な
く
な
っ
た
」、「
つ
ま

づ
き
や
す
く
な
っ
た
」と
い
う
人
に
朗
報
で
す
。

　
市
で
は
、中
伊
豆
温
泉
病
院
に
委
託
し
、専

任
の
指
導
者
の
も
と
、筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
教
室
で
は
、

マ
シ
ン
を
利
用
し
て
、日
常
生
活
で
使
わ
れ
る

足
腰
を
中
心
に
、筋
肉
を
強
化
し
ま
す
。歩

き
や
す
く
な
る
だ
け
で
な
く
、全
身
の
身
体

機
能
が
高
ま
り
ま
す
。

日
程
／
５
月
〜
７
月
の
火・金
曜
日（
全
24
回
）

14
時
30
分
〜
16
時

と
こ
ろ
／
中
伊
豆
温
泉
病
院

自
己
負
担
金
／
１
回
５
０
０
円

送
迎
／
修
善
寺
駅
か
ら
無
料
送
迎
し
ま
す
。

申
込
み
／
長
寿
介
護
課
☎（
72
）９
８
６
０

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、地
域
で
暮
ら

す
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
、介
護
、健
康
、福
祉
、医
療
や
生
活
に

関
す
る
こ
と
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／

○
伊
豆
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
72
）９
８
６
０

○
中
伊
豆
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
83
）５
４
８
８

○
天
城
湯
ケ
島
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
75
）８
２
０
０

○
土
肥
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
98
）３
０
０
１

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

 

い
つ
ま
で
も
健
や
か
な
生
活
を

運動不足などによる
『悪循環』のスパイラル

加齢

運動不足

身体活動の減少

低体力・低栄養

さらなる
身体活動の減少

身体の崩壊

環境の変化
「年だから…」

○筋の委縮
○エネルギー
　減少
○食欲低下

できることができなくなっていく
（不安、あきらめ）

○意欲の低下
○免疫力の低下

病気、老齢症
候群の発生
（孤立、孤独、
気力の消滅）

参加
しよう！

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、医
療
、健
康
、福
祉
、介
護
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
面
か
ら
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
を
支
え
る
機
関
で
す
。

　
今
回
は
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て
い
る
事
業
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
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昭
和
８
年
３
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

障
害
の
あ
る
人
へ

福
祉
タ
ク
シ
ー・バ
ス
利
用
券
交
付

　
次
の
人
を
対
象
に
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
利
用

料
金
を
助
成
し
ま
す
。

　
な
お
、対
象
者
お
よ
び
助
成
金
額
が
変
更

に
な
り
ま
し
た
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

対
象
者
／
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

○
昭
和
８
年
３
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
、　

　
在
宅
生
活
を
し
て
い
る
人

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
、療
育
手

帳
ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
・
２
級
の
い
ず
れ
か
を
所
持
し
、在
宅

生
活
を
し
て
い
る
人

※

病
院
に
入
院
中
の
人
や
、施
設
な
ど
に
入

　
所
し
て
い
る
人
、『
い
き
い
き
パ
ス
』を
購
入

　
し
た
人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

内
容
／
申
請
者
に
利
用
券
１
万
２
千
円
分

（
１
０
０
円
券
１
２
０
枚
）を
助
成
し
ま
す
。

利
用
料
金
の
１
０
０
円
単
位
分
に
使
用
し
、

差
額
分
は
現
金
で
支
払
って
く
だ
さ
い
。

利
用
期
間
／

４
月
１
日（
月
）〜
平
成
26
年
３
月
31
日（
月
）

※

利
用
券
裏
面
に
記
載
さ
れ
た
タ
ク
シ
ー
会

　
社
お
よ
び
バ
ス
会
社
が
利
用
で
き
ま
す
。

手
続
き
／
対
象
者
に
は
、３
月
下
旬
に
申
請

書
を
送
付
し
ま
す
。申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
押
印
の
上
、社
会
福
祉
課
ま
た
は
長
寿

介
護
課
な
ら
び
に
各
支
所
で
、交
付
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い（
郵
送
可
）。

問
合
せ（
郵
送
申
請
先
）／

○
障
害
者…

社
会
福
祉
課
☎（
72
）９
８
６
３

○
高
齢
者…

長
寿
介
護
課
☎（
72
）９
８
６
０

昭
和
18
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
へ

市
内
バ
ス
路
線

『
い
き
い
き
パ
ス
』購
入
助
成

　　
高
齢
者
の
外
出
を
支
援
し
、社
会
参
加
や

健
康
づ
く
り
、生
き
が
い
づ
く
り
な
ど
交
流
範

囲
の
拡
大
と
、公
共
交
通
機
関（
市
内
を
運

行
す
る
す
べ
て
の
路
線
バ
ス
）の
利
用
促
進
を

目
的
に
、利
用
料
金
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

対
象
者
／
昭
和
18
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
市
内
在
住
の
人

販
売
価
格
／

３
カ
月
券…

５
千
円
、６
カ
月
券…

９
千
円
、

１
年
券…

１
３
５
０
０
円

使
い
方
／
降
り
る
と
き
に
、乗
務
員
に
提
示

し
、現
金
１
０
０
円
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

販
売
場
所
／
最
寄
の
東
海
バ
ス
営
業
所
で
購

入
で
き
ま
す
。

○
修
善
寺
駅
東
海
バ
ス
営
業
所

　（
８
時
30
分
〜
17
時
）

○
松
原
公
園
花
時
計
横（
水
曜
日
定
休
）

　（
９
時
〜
17
時
）

○
天
城
会
館（
火
曜
日
定
休
）

　（
９
時
30
分
〜
17
時
）

購
入
時
に
必
要
な
も
の
／

○
顔
写
真
２
枚（
カ
ラ
ー
、縦
３㎝
、横
２・４㎝
）

※

ス
ナ
ッ
プ
写
真
で
も
可
能
で
す
。

○
身
分
証
明
書（
保
険
証
な
ど
）

※

申
請
手
続
き
は
原
則
、ご
本
人
の
み
と
な

　
り
ま
す
。

注
意
事
項
／

○
市
外
の
バ
ス
運
賃
は
実
費
に
な
り
ま
す
。

○
購
入
後
の
払
い
戻
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
紛
失
し
た
場
合
は
再
発
行
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ
／
地
域
づ
く
り
課
☎（
74
）３
０
６
６

高
齢
者
や
障
害
者
の
生
き
生
き
と
し
た
暮
ら
し
を
応
援
!!

 
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
の

　
　

 
利
用
を
助
成
し
ま
す

　
市
で
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
生
き
生
き
と
し
た
暮
ら
し
の
実
現

や
、
日
常
生
活
の
交
通
手
段
を
確
保
す
る
た
め
、
次
の
２
つ
の
助
成

制
度
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

買い
物や
病院
だけ
じゃ

もっ
たい
ない
！

　『いきいきパス』を購入すると、市内路線バスを１乗車１００円で
利用できます。
　気の合うお友達と一緒に、『いきいきパス』を活用して、市内の
気付かなかった『ステキ』を再発見する旅に出掛けてみませんか。

水生地下

虹の郷

修善寺温泉

湯の国会館

筏場新田

昭和の森

土肥

虹の郷
　四季折々の自然を感
じてみませんか？

温泉街
　のんびり散策しながら、疲
れたら足湯で一休み。

花時計
　世界一の花時計を見
た後は、足つぼマッサー
ジでリフレッシュ！

土肥金山
　世界一の大きい金塊を持て
るのはココだけ！

湯の国会館
　狩野川のせせらぎを聞きなが
ら、心と体を癒しましょう！

月に一度のバラ風呂もおすすめ！

ワサビ田
　バスの車窓から、ワサビ田見学
はいかがですか？

昭和の森
　森林浴をしながら、井上靖や川
端康成など伊豆ゆかりの文学に
触れるチャンスです。

天城山
　天気の良い日は、天城山隧道
や八丁池など、天城路ハイキング
はいかがですか？

至戸田方面

至三島方面

至松崎方面

至下田方面

至伊東方面

時価数億円！

『いきいきパス』を使って市内をプチ旅行！！

しゅっぱ～つ！

伊豆市には『ステキ』が満載
　市内には、海や山、川などの自然、食、歴史、
文化など、ほかにも『ステキ』がいっぱい！
　さぁ、外へ出て、あなただけの『ステキ』を
探しにいきましょう！！

両制度は重複して
利用できません

　『福祉タクシー・バス利用券交
付』および『いきいきパス』は、重
複して申請することができません。
　両制度に重複して対象となる
人は、ご自身に合った助成事業を
選択の上、ご活用ください。

ご注
意

くだ
さい

修善寺駅

土肥金山

ずいどう
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共
働
き
家
庭
の
強
い
味
方
!!

　
病
児
保
育
室
『
う
り
ぼ
う
』

伊豆市は子育てを応援します！

平
成
25
年
４
月
1
日
か
ら
対
象
年
齢
や
種
類
が
拡
大

　
　
　
予
防
接
種
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
、『
予
防
接

種
法
』
お
よ
び
『
予
防
接
種
施
行
令
』
の

改
正
に
伴
い
、
定
期
の
予
防
接
種
の
種
類

や
年
齢
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
予
防
接
種
や
、
そ
の
変
更

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

　

現
在
、
６
カ
月
に
至
る
ま
で
の
お
子
さ

ん
が
対
象
で
す
が
、
１
歳
に
至
る
ま
で
の

お
子
さ
ん
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
日
本
脳
炎
予
防
接
種

　

現
在
、
平
成
７
年
６
月
１
日
～
平
成
19

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
が
、
特

例
対
象
者
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
７

年
４
月
２
日
～
平
成
７
年
５
月
31
日
生
ま

れ
の
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
も
特
例
対
象
者

に
加
え
ら
れ
ま
す
。

　

特
例
対
象
者
は
、
20
歳
未
満
ま
で
公
費

で
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
19
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
お
子
さ
ん
は
、
７
歳
６
カ
月
に
至

る
ま
で
が
接
種
期
限
で
す
。

　

積
極
的
勧
奨
者
に
つ
い
て
／

　
　

次
の
対
象
者
に
は
、
接
種
に
つ
い
て

　

個
別
通
知
を
し
ま
す
。

　

○
１
期
初
回
の
積
極
的
勧
奨
者
…

　
　

新
小
学
１
・
２
年
生
の
お
子
さ
ん

　

○
１
期
追
加
の
積
極
的
勧
奨
者
…

　
　

新
小
学
３
・
４
年
生
の
お
子
さ
ん

　

○
２
期
の
積
極
的
勧
奨
者
…

　
　

新
高
校
３
年
生
相
当
の
年
齢
の
人

◆
ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、

　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン 

　

現
在
、
任
意
の
予
防
接
種
で
す
が
、
定

期
の
予
防
接
種
に
加
え
ら
れ
ま
す
。

　

対
象
年
齢
は
現
在
の
公
費
負
担
の
年
齢

と
同
様
に
、
ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
生
後
60
カ
月
に
至
る

ま
で
（
５
歳
に
至
る
ま
で
）、
子
宮
頸
が

ん
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
中
１
～
高
１

女
子
と
な
る
予
定
で
す
。

特
定
疾
病
に
よ
り

定
期
予
防
接
種
が
未
接
種
の
人
へ

　

平
成
25
年
１
月
30
日
、『
予
防
接
種
法
施

行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
』
が
施
行

さ
れ
、
長
期
に
わ
た
る
療
養
が
必
要
で
あ

る
疾
病
の
た
め
に
、
定
期
予
防
接
種
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
人
に
対
し
、

受
け
ら
れ
る
状
態
に
な
っ
た
日
か
ら
２
年

を
経
過
す
る
ま
で
の
間
（
一
部
例
外
あ
り
）

は
、
定
期
予
防
接
種
と
し
て
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

対
象
疾
病
は
白
血
病
、
心
臓
病
、
腎
臓

病
な
ど
で
す
。
お
子
さ
ん
が
対
象
と
な
る

と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
健
康
増
進
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

・・・子育てinformation・・・

利
用
者
の
声
を

聞
き
ま
し
た

平
成
24
年
度
は
約
30
人
の

お
子
さ
ん
が
利
用

　

市
で
は
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
病
児
保

育
を
始
め
ま
し
た
。「
子
ど
も
の
体
調
が
悪

い
け
れ
ど
、
仕
事
を
休
め
な
い
。
見
て
く

れ
る
人
も
い
な
い
」
そ
ん
な
と
き
に
、
お

子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。

　

病
児
保
育
は
、
伊
豆
赤
十
字
病
院
の
小

児
科
医
師
や
看
護
師
の
協
力
の
も
と
に
、

隣
接
す
る
保
育
室
で
保
育
を
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
利
用
は
約
30
人
で
、
発

熱
、
下
痢
、
水
ぼ
う
そ
う
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
、
手
足
口
病
な
ど
の
１
歳
～
小
学
校

１
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し

ま
し
た
。

　

室
内
で
、
お
も
ち
ゃ
遊
び
や
工
作
を
し

ま
し
た
。
ま
た
、

疲
れ
た
ら
横
に

な
る
、
食
べ
ら

れ
る
と
き
に
食

事
を
と
る
な
ど
、

無
理
を
し
な
い

よ
う
に
配
慮
し

ま
し
た
。

　

利
用
者
（
保
護
者
）
の
声
や
、
寄
せ
ら

れ
た
質
問
を
掲
載
し
ま
す
。

《
利
用
者
の
声
》

★
子
ど
も
が
水
ぼ
う
そ
う
に
…

　

水
ぼ
う
そ
う
で
し
ば
ら
く
保
育
園
を
休

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
仕
事

を
何
日
も
休
め
な
い
の
で
、
ど
う
し
よ
う

か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

★
親
子
で
体
調
を
崩
し
て
し
ま
い
…

　

子
ど
も
が
熱
を
出
し
て
し
ま
っ
た
の
で

す
が
、
私
（
お
母
さ
ん
）
も
体
調
が
悪
く

て
つ
ら
か
っ
た
の
で
、
預
か
っ
て
も
ら
っ

て
、
１
日
ゆ
っ
く
り
休
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

★
子
ど
も
が
急
な
発
熱
。
仕
事
も
休
め
ず
…

　

子
ど
も
が
急
に
熱
を
出
し
て
し
ま
っ

た
の
で
す
が
、
仕
事

の
都
合
が
つ
か
ず
に

困
っ
て
い
ま
し
た
。

預
か
っ
て
も
ら
っ
て

良
か
っ
た
で
す
。

《
利
用
者
か
ら
の
質
問
》

Ｑ
・
昼
食
は
ど
ん
な
も
の
を
持
た
せ
た
ら

い
い
で
す
か
？

Ａ
・
お
子
さ
ん
の
体
調
や
食
欲
に
合
わ
せ

て
食
べ
ら
れ
る
も
の
を
用
意
し
て
く
だ
さ

い
。

　

例
え
ば
、
お
な
か
の
調
子
が
悪
い
お
子

さ
ん
は
、
お
か
ゆ
を
持
っ
て
き
た
り
、
熱

で
食
欲
の
な
い
お
子
さ
ん
は
ゼ
リ
ー
や

ス
ー
プ
を
持
っ
て
き
た
り
し
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
普
通
の
お
弁
当
で
も
結
構
で
す
。

レ
ン
ジ
対
応
の
入
れ
物
に
入
れ
て
き
て
く

だ
さ
れ
ば
、
食
べ
る
前
に
温
め
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

対
象
児
童
／

満
６
カ
月
～
小
学
校
３
年
生
ま
で
の
児
童

利
用
で
き
る
日
時
／

月
曜
日
～
金
曜
日 

８
時
30
分
～
18
時

※
休
診
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
。

保
育
室
施
設
／
病
児
保
育
室
『
う
り
ぼ
う
』

伊
豆
市
小
立
野
36
―
１
ベ
ル
メ
ゾ
ン
１
階
Ｂ

利
用
料
金
（
１
人
１
日
当
た
り
）
／

○
前
年
度
住
民
税
課
税
世
帯
…
２
千
円

○
前
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯
…
千
円

○
生
活
保
護
世
帯
…
０
円

※
小
児
科
受
診
料
に
つ
い
て
は
、
病
院
に

　

て
別
途
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

持
ち
物
／
昼
食
、
お
や
つ
、
飲
み
物
、
薬
、

着
替
え
、
オ
ム
ツ
、
タ
オ
ル
、
保
険
証
な
ど

利
用
の
手
順
／

①
こ
ど
も
課
へ
電
話
で
申
し
込
み

　
（
で
き
る
だ
け
前
日
ま
で
に
）

　
【
申
込
み
】
☎
（
72
）
９
８
６
４

②
利
用
当
日
８
時
30
分
か
ら
、
伊
豆
赤
十

　

字
病
院
小
児
科
で
診
察

③
病
児
保
育
室
利
用
開
始

※
病
児
保
育
室
の
案
内
や
、
利
用
に
必
要

な
書
類
は
、
こ
ど
も
課
、
市
内
の
小
学
校

･

保
育
園･

こ
ど
も
園･

幼
稚
園
に
備
え

置
く
と
と
も
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
／

こ
ど
も
課
☎
（
72
）
９
８
６
４

利
用
の
概
要

申
し
込
み
手
順
な
ど

うりぼう保育室の１日（例）

8：30
9：00
9：15
10：30
11：30
12：00
12：30
14：30
15：00
16：00

日赤小児科受診
保育室引渡し
おやつ・遊び
看護師巡回・遊び
食事
与薬・歯磨き
検温・午睡
看護師巡回
おやつ・歯磨き・遊び
検温
保護者引渡し（随時）

　

市
で
は
、
ご
み
有
料
化
の
減
免
措
置

と
し
て
、
ま
た
子
育
て
支
援
の
一
環
と

し
て
、
２
歳
未
満
の
乳
幼
児
が
い
る
世

帯
に
、
申
請
に
よ
り
ご
み
袋
（
30
リ
ッ

ト
ル
袋
）
を
一
括
支
給
し
て
い
ま
す
。

内
容
／

○
新
生
児
世
帯　

　

出
生
届
時
に
満
２
歳
に
な
る
ま
で
の

分
を
支
給
し
ま
す
。

○
新
生
児
以
外
の
世
帯

　

転
入
時
な
ど
、
申
請
の
あ
っ
た
月
か

ら
満
２
歳
に
な
る
ま
で
の
月
数
に
10
を

乗
じ
た
枚
数
を
支
給
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
持
ち
物
／

○
お
子
さ
ん
の
生
年
月
日
が
確
認
で
き

　

る
も
の
（
母
子
健
康
手
帳
、
健
康
保

　

険
証
な
ど
）

○
印
鑑

申
請
先
／
環
境
衛
生
課
ま
た
は
各
支
所

注
意
事
項
／
既
に
申
請
さ
れ
て
い
る
乳

幼
児
に
つ
い
て
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

問
合
せ
／

環
境
衛
生
課
☎
（
72
）
９
８
５
７

　

乳
幼
児
世
帯
へ

ご
み
袋
を
配
布
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病後児保育も
ご利用ください

　病み上がりで集団
保育が困難な場合な
ど、一時的にお子さ
んをお預かりします。
詳細は、お問い合わ
せください。
申込み・問合せ／
こども園あゆのさと
☎（72）1740
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お知らせ
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
補
助
金
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
、
市
内

の
施
工
業
者
を
利
用
し
て
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
を
行
う
場
合
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

補
助
対
象
者
／

①
市
内
に
あ
る
住
宅
の
所
有
者

　
（
賃
貸
借
住
宅
は
除
く
）

②
市
内
に
継
続
し
て
1
年
間
以
上
居
住
し
、

　

住
民
登
録
が
あ
る
こ
と

③
納
期
が
到
来
し
た
市
税
を
滞
納
し
て
い
な

　
い
こ
と

対
象
補
助
工
事
／

10
万
円
以
上
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

（
施
工
業
者
は
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
）

補
助
金
額
／
工
事
費
の
10
％

（
上
限
10
万
円
。
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

※
条
件
な
ど
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

　

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み･

問
合
せ
／

産
業
振
興
課
☎
（
72
）
９
９
１
０

勤
労
者
住
宅
建
設
資
金
利
子
補
給
制
度

を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

市
内
に
居
住
す
る
勤
労
者
で
、新
た
に
居

住
す
る
専
用
住
宅
を
市
内
に
新
築（
既
存
住

宅
の
建
て
替
え
不
可
）ま
た
は
購
入
し
た
人
の

う
ち
、金
融
機
関
か
ら
建
設
資
金
を
借
り
た

人
に
利
子
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

利
子
補
給
額
／
月
額
３
２
０
０
円

利
子
補
給
期
間
／
償
還
開
始
か
ら
3
年
間

（
伊
豆
市
に
住
民
登
録
す
る
前
の
償
還
分
に

つい
て
は
対
象
外
）

受
付
期
間
／

５
月
７
日
（
火
）
～
６
月
10
日
（
月
）

※
条
件
な
ど
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広

　

報
い
ず
５
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
／
産
業
振
興
課
☎
（
72
）
９
９
１
０

交
通
安
全
に
ご
協
力
を

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

４
月
６
日
（
土
）
～
４
月
15
日
（
月
）
ま

で
、『
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
』
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

春
は
、
入
学
や
進
級
な
ど
始
ま
り
の
季
節

で
す
。
希
望
を
胸
に
学
校
へ
向
か
う
子
ど
も

た
ち
が
事
故
に
遭
う
こ
と
な
く
、
安
全
に
登

校
で
き
る
よ
う
、
力
を
合
わ
せ
て
子
ど
も
た

ち
を
守
って
い
き
ま
し
ょ
う
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
／

安
全
を 

つ
な
げ
て
広
げ
て 
事
故
ゼ
ロへ

運
動
の
重
点
／

〇
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進

　
（
特
に
自
転
車
安
全
利
用
五
則
の
周
知
徹
底
）

〇
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

　

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

〇
飲
酒
運
転
の
根
絶

問
合
せ
／

地
域
づ
く
り
課
☎
（
72
）
９
８
６
７

障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度

　

軽
自
動
車
税
に
は
、
障
害
の
あ
る
人
な
ど

を
対
象
に
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。
減
免

を
受
け
る
場
合
は
、
申
請
が
必
要
で
す
の
で

忘
れ
ず
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
既
に
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
て

い
る
人
は
対
象
外
で
す
。
ま
た
、
総
合
等
級

に
よ
る
読
み
替
え
に
よ
り
対
象
と
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
請
受
付
／

４
月
22
日
（
月
）
～
５
月
24
日
（
金
）

申
請
場
所
／
税
務
課
ま
た
は
各
支
所

申
請
に
必
要
な
も
の
／

①
障
害
の
程
度
が
分
か
る
も
の

　

障
害
者
手
帳
（
身
体
・
知
的
・
精
神
）、　

　

戦
傷
病
者
手
帳
な
ど

②
運
転
免
許
証

③
印
鑑

④
車
検
証

⑤
納
税
通
知
書

問
合
せ
／
税
務
課
☎
（
72
）
９
８
５
４

お
知
ら
せ

地
籍
調
査
事
業
に
ご
協
力
を

　

市
で
は
、
土
地
の
実
態
を
正
確
に
把
握
す

る
た
め
、『
国
土
調
査
法
』
に
基
づ
き
地
籍

調
査
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
に
調
査
を
実
施
す
る
地
区
は

次
の
と
お
り
で
す
。
対
象
地
区
の
皆
さ
ん
に

は
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
地
区
・
作
業
内
容
／

〇
牧
之
郷
（
迎
田
、
寺
中
、
手
崎
、
沖
の
原
、

　

山
本
）
…
成
果
の
閲
覧

〇
熊
坂
（
八
幡
、
六
地
蔵
、
広
町
、
矢
崎
、

　

小
川
戸
）
…
一
筆
地
調
査

〇
熊
坂
（
カ
ニ
ヤ
、
石
原
田
、
向
石
原
田
、　

　

犬
野
）
…
一
筆
地
調
査
準
備

〇
梅
木
（
最
勝
院
入
口
境
か
ら
梅
木
橋
周

　

辺
ま
で
）
…
成
果
の
閲
覧

〇
梅
木
（
梅
木
橋
周
辺
か
ら
平
瀬
橋
周
辺

　

ま
で
）
…
一
筆
地
調
査

〇
八
幡
（
町
屋
周
辺
、
中
伊
豆
中
学
校
か
ら

　

行
田
ま
で
）
…
一
筆
地
調
査
準
備

〇
土
肥
（
中
浜
、
大
藪
、
屋
形
）
…

　

成
果
の
閲
覧

〇
土
肥
（
中
村
、
横
瀬
、
天
金
）
…

　

基
準
点
の
設
置
、
測
量

※
『
成
果
の
閲
覧
』
と
は
、
地
籍
調
査
の
結

　

果
を
土
地
所
有
者
な
ど
に
確
認
し
て
い
た

　

だ
く
こ
と
で
す
。

※
『
一
筆
地
調
査
』
と
は
、
土
地
一
筆
ご

と
に
所
有
者
立
ち
会
い
の
も
と
、
所
有
者
、

境
界
、
地
目
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
で
す
。

問
合
せ
／
土
地
対
策
課
☎
（
83
）
５
２
１
０

平
成
25
年
度
か
ら
日
本
年
金
機
構
三
島
年

金
事
務
所
に
よ
る
年
金
相
談
が
ス
タ
ー
ト

　

年
金
の
受
給
に
関
す
る
こ
と
、
年
金
請
求

の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
、
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と
き
／
６
月
５
日
、
９
月
４
日
、
12
月
４
日
、

平
成
26
年
３
月
５
日
（
水
）
10
時
～
14
時
30
分

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

そ
の
他
／
予
約
制
に
な
り
ま
す
。
開
催
日

前
月
の
１
日
（
休
業
日
は
翌
開
庁
日
）
か
ら

予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。
６
月
５
日
開
催
分

に
つ
い
て
は
、
５
月
１
日
（
水
）
か
ら
受
け
付

け
ま
す
。

予
約
・
問
合
せ
／
市
民
課
☎
（
72
）
９
８
５
６

市
指
定
ご
み
袋
・
ご
み
処
理
券
の

販
売
店
追
加

　

次
の
店
舗
で
も
購
入
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

　

Ｙ
シ
ョッ
プ
中
伊
豆
温
泉
病
院
店

　
（
上
白
岩
１
０
０
０
）
☎
（
83
）
０
１
０
３

問
合
せ
／
環
境
衛
生
課
☎
（
72
）
９
８
５
７

同
報
無
線
の
運
用
変
更
に
つ
い
て

　

４
月
か
ら
同
報
無
線
の
時
報
（
チ
ャ
イ
ム
）

を
市
内
で
統
一
し
、
正
午
（
12
時
）
と
17
時

の
２
回
に
し
ま
す
。

　

ま
た
、
火
災
発
生
時
な
ど
に
お
け
る
サ
イ

レ
ン
吹
鳴
に
つ
い
て
も
、
市
内
で
統
一
し
同
報

無
線
を
活
用
し
ま
す
。

　

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／

地
域
づ
く
り
課
☎
（
72
）
９
８
６
７

湯
ケ
島
・
月
ケ
瀬
小
学
校
の

施
設
利
用
に
つ
い
て

　

４
月
か
ら
の
体
育
館
お
よ
び
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

利
用
方
法
が
、
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

予
約
受
付
場
所
／
狩
野
ド
ー
ム

予
約
期
間
／
当
月
を
含
む
２
カ
月
前
の
１
日

か
ら
受
付
開
始

（
例
）
４
月
１
日
に
６
月
末
ま
で
の
予
約
が
可

　

能
に
な
り
ま
す
。

予
約
方
法
／
電
話
で
は
仮
予
約
と
な
り
ま
す

の
で
、
窓
口
で
申
請
書
の
提
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

鍵
の
貸
し
出
し
・
返
却
／
狩
野
ド
ー
ム

※
開
館
時
間
は
８
時
～
21
時
で
す
。
鍵
の
返

　

却
は
翌
日
以
降
で
も
結
構
で
す
。

申
込
み
／
狩
野
ド
ー
ム
☎
（
87
）
１
６
１
１

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
７

修
善
寺
体
育
館
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

予
約
期
間
の
変
更
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
予
約
受
付
期
間
が
、
１
カ
月
先

ま
で
で
し
た
が
、
４
月
か
ら
は
２
カ
月
先
ま
で

の
予
約
期
間
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

予
約
期
間
／
当
月
を
含
む
２
カ
月
前
の
１
日

か
ら
受
付
開
始

（
例
）
４
月
１
日
に
６
月
末
ま
で
の
予
約
が
可

　

能
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ
／

修
善
寺
体
育
館
☎
（
72
）
５
９
３
５

鳥
獣
被
害
対
策
の
た
め
に

シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
を
実
施
し
ま
す

　

市
や
県
で
は
、
鳥
獣
被
害
対
策
の
た
め
に

『
銃
』
や
『
わ
な
』
を
使
用
し
た
捕
獲
の
実

施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
捕
獲
作
業
は
、
安

全
対
策
に
十
分
配
慮
し
て
実
施
し
ま
す
が
、

万
一
の
事
故
防
止
の
た
め
、
山
仕
事
や
ハ
イ
キ

ン
グ
で
山
に
入
る
際
は
、
目
立
つ
服
装
や
音
の

出
る
も
の
を
身
に
着
け
る
な
ど
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
捕
獲
従
事
者
は
オ
レ
ン
ジ
色
の
帽

子
と
ベ
ス
ト
を
着
用
し
、
市
や
県
が
交
付
し

た
腕
章
を
付
け
て
い
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
予
定
期
間
／

①
４
月
１
日
（
月
）
～
10
月
31
日
（
木
）

②
平
成
26
年
３
月
１
日
（
土
）
～
３
月
下
旬

問
合
せ
／
☎
農
林
水
産
課
（
72
）
９
８
９
３

視覚障害

聴覚障害

平衡機能障害

音声機能障害

上肢機能障害

下肢機能障害

体幹不自由

肝臓機能障害

知的障害者

精神障害者

乳幼児期以前の
非進行性脳病変
による運動機能
障害

心臓・じん臓・呼吸器・
小腸・ぼうこうまたは
直腸機能	

ヒト免疫不全ウィルス
による免疫機能障害

上肢

移動

１級～『４級の１』

２級・３級

３級

３級（咽頭摘出に限る） ×

１級～『２級の４』

１級～3 級・5 級 １級～３級

１級～２級 (一上肢を含む )

１級～６級 １級～３級 (一下肢を含む )

１級・３級

１級～３級

１級～３級

障害程度が『重度（Ａ）』

１級

身体障害者など
本人が運転する場合

生計同一者または常時
介護者が運転する場合

※戦傷病者手帳をお持ちの人は、税務課にお問い合わせください。

＜減免対象となる障害の範囲＞

障害区分

１級～『３級の３』１級～６級

▲実際に山中で捕獲作業をする狩猟者の皆さん
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お知らせ
静
岡
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
『
わ
か

ふ
じ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
』
参
加
者
募
集

開
催
期
間
・
会
場
／

９
月
１
日
（
日
）
～
９
月
29
日
（
日
）

草
薙
総
合
運
動
場
ほ
か

※
各
競
技
の
開
催
日
お
よ
び
会
場
は
、
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
催
競
技
（
対
象
の
障
害
）
／
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
（
身
体･

知
的･

精
神
）、
車
い

す
ダ
ン
ス
（
身
体
・
知
的
・
精
神
）、
フ
ッ
ト
ベ

ー
ス
ボ
ー
ル
（
知
的
）、
電
動
車
い
す
サ
ッ
カ
ー

（
身
体
）、
ボ
ウ
リ
ン
グ
（
身
体･

知
的･

精

神
）、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
（
身
体
）、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

（
知
的･

精
神
）、
陸
上
競
技
（
身
体･

知

的
・
精
神
）、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
知
的
）、
車

い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
身
体
）、
車
い
す
ツ

イ
ン
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
身
体
）、
卓
球
（
身

体･

知
的･

精
神
）、
ボ
ッ
チ
ャ
（
身
体･

知

的･

精
神
）、
サ
ッ
カ
ー
（
知
的
）、
グ
ラ
ン
ド

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

（
身
体
）、
水
泳
（
身
体･

知

的
・
精
神
）、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
身
体･

知
的･

精
神
）

申
込
期
間
／

４
月
15
日
（
月
）
～
５
月
17
日
（
金
）

申
込
窓
口
／

〇
個
人
競
技
…
社
会
福
祉
課

〇
団
体
競
技
…

　
（
財
）
静
岡
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
☎
（
72
）
９
８
６
３

登
録
統
計
調
査
員
と
し
て

活
動
し
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
、
国
な
ど
が
行
う
各
種
統
計
調

査
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
『
登
録
統
計

調
査
員
』
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

統
計
調
査
員
の
仕
事
／
調
査
対
象
の
世
帯

や
事
業
所
を
訪
問
し
、
調
査
票
の
配
布
・

記
入
の
指
導
、
調
査
票
の
回
収
・
点
検
な

ど
を
行
い
ま
す
。

応
募
資
格
／
20
歳
以
上
で
、
税
務
、
警
察
、

選
挙
に
直
接
関
係
の
な
い
人

待
遇
／
調
査
活
動
に
従
事
し
た
対
価
と
し

て
報
酬
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
報
酬
は
1
調

査
に
つ
き
、
２
万
円
～
４
万
円
程
度
で
す

（
調
査
の
種
類
や
内
容
、
受
け
持
ち
件
数
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）。

登
録
期
間
／

登
録
申
請
か
ら
平
成
26
年
度
末
ま
で

平
成
25
年
度
の
主
な
調
査
／

○
住
宅
・
土
地
統
計
調
査

○
漁
業
セ
ン
サ
ス

○
工
業
統
計
調
査

※
調
査
の
実
施
前
に
、
登
録
さ
れ
た
人
へ

都
合
を
確
認
し
、
調
査
の
種
類
や
規
模
、

地
域
の
状
況
な
ど
を
考
慮
し
て
選
任
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、
登
録
後
す
ぐ
に
従

事
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
／

地
域
づ
く
り
課
☎
（
74
）
３
０
６
６

狩
野
ド
ー
ム
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
習
会（
申
し
込
み
不
要
）

と
き
／
①
４
月
18
日（
木
）14
時
～
17
時

②
４
月
23
日（
火
）17
時
～
20
時

と
こ
ろ
／
狩
野
ド
ー
ム 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

対
象
／
初
心
者
講
習
を
受
講
し
た
人

内
容
／
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
説
明
、ス
ト
レ
ッ

チ
方
法
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニュー
の
相
談

受
講
料
／
無
料（
施
設
利
用
料
は
有
料
）

持
ち
物
／
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、タ
オ
ル
、運
動
の

で
き
る
服
装

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎（
83
）５
４
７
７

伊
豆
市
文
化
協
会
講
演
会

　

伊
豆
市
文
化
協
会
の
総
会
に
お
い
て
、

ジ
オ
パ
ー
ク
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
／
４
月
13
日
（
土
）

総
会
終
了
後
、
14
時
15
分
ご
ろ
～

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

内
容
／
伊
豆
の
ル
ー
ツ
を
探
る
『
伊
豆
半

島
ジ
オ
パ
ー
ク
』

講
師
／
伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議

会
事
務
局
専
任
研
究
員 

鈴
木 

雄
介 

氏

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
８

伊
豆
市
文
化
協
会
芸
能
祭

　

伊
豆
市
文
化
協
会
の
芸
能
部
門
の
発
表

会
を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
覧
く
だ

さ
い
。

と
き
／
５
月
12
日
（
日
）
９
時
～

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

内
容
／
音
楽
や
舞
踊
な
ど
、
伊
豆
市
文
化

協
会
芸
能
部
門
の
発
表
会

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
８

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
容
器
と
包
装
用
フ

ィ
ル
ム
は
、
集
積
所
で
は
、
別
々
の
収

集
用
ネ
ッ
ト
に
入
れ
て
出
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
す
か
？

一
緒
で
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

と
も
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

と
な
り
ま
す
。 

　

数
年
前
ま
で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の

容
器
と
フ
ィ
ル
ム
は
、
別
々
の
収
集
用
ネ

ッ
ト
に
入
れ
て
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
現
在
は
区
別
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
合
せ
／
環
境
衛
生
課
☎
（
72
）
９
８
５
７

郷
土
資
料
館
だ
よ
り 

①

修
禅
寺
ゆ
か
り
の
宝
物
を
公
開
！

　

当
館
で
は
、
一
昨
年
か
ら
継
続
し
て
行
っ

て
き
た
宝
物
調
査
で
の
成
果
を
踏
ま
え
、
修

禅
寺
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
修
禅
寺
ゆ
か

り
の
寺
宝
を
紹
介
し
て
い
く
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
ま
し
た
。
普
段
あ
ま
り
見
る
こ
と
の
で
き

な
い
寺
宝
を
、
展
示
替
え
を
行
い
な
が
ら
公

開
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

今
回
は
、
『
北
条
氏
規
朱
印
状
（
天
蕙
院

宛
）
、
元
亀
三
年
閏
１
月
』
な
ど
『
静
岡
県

史
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
北
条
家
関
係
の
朱

印
状
を
は
じ
め
、
西
有
穆
山
、
丘
宗
潭
、
丘

球
学
、
沢
木
興
道
に
よ
る
三
幅
対
『
達
磨
画

賛
並
び
に
墨
蹟
』
、
『
修
禅
寺
古
絵
図
』
な

ど
を
展
示
公
開
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
今
月
の
イ
チ
オ
シ
!!

　

『
修
善
寺
古
絵
図
』
は
、
修
禅
寺
伽
藍
古

図
と
も
い
わ
れ
、
往
時
の
伽
藍
の
規
模
や
配

置
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
る
古
絵
図
で
す
。

本
図
に
よ
っ
て
、
桂
川
を
中
心
と
し
た
広
域

な
寺
領
に
、
院
や
坊
な
ど
が
多
く
散
在
し
て

い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
修
善
寺
に
は
、

ほ
か
に
古
絵
図
が
遺
っ
て
い
な
い
だ
け
に
、

本
図
は
大
変
貴
重
な
資
料
で
す
。
修
禅
寺
宝

物
館
で
は
現
在
、
資
料
保
存
の
観
点
か
ら
レ

プ
リ
カ
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は

特
別
に
修
禅
寺
の
許
可
を
い
た
だ
き
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
を
展
示
公
開
し
ま
す
。

展
示
期
間
／
３
月
29
日
（
金
）
～
５
月
28
日

（
火
）
9
時
～
16
時
（
毎
週
木
曜
日
休
館
）

入
館
料
／
大
人
３
０
０
円
、

小
中
高
生
１
５
０
円

問
合
せ
／

修
善
寺
郷
土
資
料
館
☎
（
72
）
１
９
３
４

　今月の表紙は、修善寺南小学校のシン
ボル『大イチョウ』です。この『大イチョ
ウ』は倒壊の危険性があることから3月
9日（土）に伐採されました。
　町村合併で修善寺南小学校に改称され
た昭和 34 年（1959 年）には、既に大
きく育っていたといいます。これまで多く
の児童の成長をずっと見守ってきた高さ
13ｍ、最大幹周り3ｍ 55ｃｍの『大イ
チョウ』。見上げる児童たちから伝わる思
いが、そこにはありました。

今月の表紙
編
集
後
記

	

今
月
号
か
ら
『
編
集

後
記
』を
掲
載
し
ま
す
。

　

取
材
先
で
は
、
多

く
の
人
や
モ
ノ
に
出
会
い
ま
す
。『
編
集

後
記
』
で
は
、
広
報
担
当
者
が
、
取
材

先
で
感
じ
た
こ
と
や
、
裏
話
な
ど
を
掲

載
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
ま
ち
の
話
題
な
ど
を
お
伝

え
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る

身
近
な
『
広
報
い
ず
』
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

	

広
報
担
当	

木
口
・
山
田

◀
修
善
寺
古
絵
図

ＱＡ

募

　
　集

期
間

問
合
せ

道の駅『天城越え』

  石
し ゃ く な げ

楠花まつり
　13,000 本、500 種類のシャクナゲが咲き
誇ります！期間中は、シャクナゲの苗の販
売や、スタンプラリーも行われます。ぜひ
お越しください。

《天城グリーンガーデン》
　昭和の森会館に隣接する 54,072㎡の天
城自然の楽園。4 月上旬～ 6 月中旬に天城
シャクナゲや西洋シャクナゲ、天城に自生
する山野草を見ることができます。

　　4 月 20 日（土）～ 5 月 12 日（日）
　　8 時 30 分～ 16 時 30 分

　　昭和の森会館 道の駅『天城越え』
　　☎（85）1110
　　ホームページは…

           　昭和の森会館  　　　検索
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＊健康増進課＊

3 歳児健診でむし歯が
ゼロだったお子さんを紹介します。

3 歳児健診でむし歯が
ゼロだったお子さんを紹介します。

＊健康増進課＊

集え！集え！集え！

伊豆市の人口
※（　）内は前月比

アスリートアスリートアスリート

大野 士朗ち
ゃん

　　おおの     しろう　
　　

（牧之郷）

木村 悠真ちゃん

　

　きむら     ゆうま　　　

（柏久保）

杉本 美優ちゃん

　  すぎもと　みゆう　　
　

（徳永）

渡邉 優愛ちゃん

　  わたなべ    ゆあ　　　

（柏久保）

荻島 菜々ち
ゃん

　  おぎしま    なな　
　　

（湯ケ島
）

一ノ瀬 諒ちゃ
ん

　　  いちのせ  りょう　
　　

（大平柿木）

佐藤 夢歩ちゃん

　　 さとう    ゆめあ　　
　

（熊坂）

谷村 蒼真ちゃん

　

  たにむら　そうま　　　

（牧之郷）

堀江 泰雅ちゃ
ん

　　 ほりえ    たいが　　
　

（矢熊）

眞田 源太ちゃん

　
　

 さなだ    げんた　　　

（瓜生野）

▲野球をやりたい！興味がある！という人はぜひグラウンドへ

修善寺スピリッツ
　ぼくたち修善寺スピリッツは、今年でチーム創
立26周年を迎えます。『あいさつができないと強
いチームになれない』をモットーに、
毎週土・日曜日と祝日は修善寺小学校
で練習しています。まだチーム力はあ
りませんが、試合に向けて全員野球で
頑張っています。

平成25年
3月1日現在 ●男 16,30０人 （－6）●女 17,770人 （－40）　●計 34,070人（－46）　●世帯数 13,513世帯（－18）

キャプテン　富沢 翔太
（修善寺小6年）

とみさわ   しょうた

2013 . 4 28



★広報発行時点での予定ですので、変更になる場合があります。
★そのほか、詳細は『広報いず』をご参照ください。

人あったか　まちいきいき　自然つやつや　伊豆市

日　曜　日 月　曜　日 火　曜　日 水　曜　日 木　曜　日 金　曜　日 土　曜　日

広報カレンダー

と り 出 し て お 使 い く だ さ いと り 出 し て お 使 い く だ さ い

2013／H25
● 発行／伊豆市
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  26           27          28　　    29           30          31         

●市民課窓口延長（本庁）
●修善寺図書館開館延長

憲法記念日 　　　 みどりの日　　　

●市民課窓口延長（本庁）
●修善寺図書館開館延長

●1.6歳児健診
（生きいきプラザ）

●離乳食教室
（生きいきプラザ）
●修善寺図書館閉館日

振替休日 　　　 

●修善寺図書館開館日

こどもの日

●健康相談
（土肥保健センター)

●2歳・2.6歳児健診
（生きいきプラザ）
●フッ素塗布
（生きいきプラザ）

●1.6・2・2.6・3歳児健診
（土肥保健センター）
●フッ素塗布
（土肥保健センター）

●市民課窓口延長（本庁）
●修善寺図書館開館延長

●市民課窓口延長（本庁）
●修善寺図書館開館延長

●健康相談
（生きいきプラザ）

●市民課窓口延長（本庁）
●修善寺図書館開館延長

●新緑ウォーキング
（中伊豆支所～萬城の滝）

●健康相談
（中伊豆ふれあいプラザ）

●グラウンドゴルフ大会
（狩野グラウンド）

月5

●上下水道料金（天城・中伊豆・土肥）…………………27日
●土肥地区温泉料金…………………………………………27日
●固定資産税第1期………………………………………… 31日
●軽自動車税…………………………………………………31日

今月の
納期限

施設
休館日

● 市役所 … 土・日・祝日
● 修善寺郷土資料館 … 木曜日
● 中伊豆歴史民俗資料館…土・日・祝日

● 中伊豆室内温水プール … 月曜日
● 天城温泉プール ………… 火曜日

● 清掃センター … 土（11時～）・日・祝日
● 図 書 館 … 月曜日・第4金曜日
● 虹 の 郷 … 5月は無休です。

● イズシカ問屋 … 火・金曜日
● 湯の国会館… 水曜日



　保育園・こども園の園庭開放や子育て支援事業を実施し
ています。お子さんとぜひお越しください。 
時間／９時３０分～１１時３０分 ※祝日は除きます。
※『修善寺子育て支援センター』と『すいすい』は、９時～１５時

図書館でお話会
※図書館で手遊びや絵本の読み聞かせなどをします。

申込不要・時間まで
にお集まりください。

広報カレンダー

行政相談（要予約）
行政への苦情や要望、問合せなどを聞き、解決を図ります。
とき／18日（火）13時～16時
ところ／生きいきプラザ・天城保健センター
予約・問合せ／市民相談室☎（72）9858
中伊豆支所☎（83）1111 天城湯ヶ島支所☎（85）1111
土肥支所☎（98）1111

障害者福祉者相談会
障害者相談支援事業所の相談員が悩みに応じます。
とき／24日（月）13時30分～15時30分
ところ／生きいきプラザ
相談・問合せ／
障害者生活支援センターなかいずリハ☎（83）2195
在宅障害者サポートセンターふがく☎0550（87）0259
社会福祉課☎（72）9863

毎月25日は毎月25日は

毎月19日は毎月19日は 食育の日食育の日食育の日
地産地消の日地産地消の日地産地消の日

無料法律相談（要予約）
相続・離婚・交通事故などの相談に顧問弁護士が応じます。
とき／16日（木）9時40分～11時40分
ところ／生きいきプラザ
予約・問合せ／市民課☎（72）9858
中伊豆支所☎（83）1111　天城湯ケ島支所☎（85）1111
土肥支所☎（98）1111

人権相談
家庭内や地域での困りごと、不当な差別やいじめなどの相談
に応じます。
とき／14日（火）9時～12時　
ところ／生きいきプラザ、天城湯ケ島支所
予約・問合せ／社会福祉課☎（72）9862

各
種
相
談

各
種
相
談

職業相談（予約不要）
ハローワーク三島が伊豆市と共同運営する職業相談窓口です。
とき／平日8時30分～17時
ところ／伊豆市地域職業相談室（柏久保）
問合せ／伊豆市地域職業相談室☎（74）3075

行政相談（要予約）
国の行政に関する苦情や要望、問い合わせなどを聴き、解決
を図ります。
とき／14日（火）9時～12時
ところ／生きいきプラザ
予約・問合せ／市民課☎（72）9858　土肥支所☎（98）1111
中伊豆支所☎（83）1111　天城湯ケ島支所☎（85）1111

障害者福祉相談会
障害者相談支援事業所の相談員が悩みに応じます。
とき／27日（月）13時30分～15時30分
ところ／生きいきプラザ
相談・問合せ／社会福祉課☎（72）9863
サポートセンターゆめワーク☎（75）5600
伊豆医療福祉センター☎055（949）1418

結婚相談（予約不要）
結婚に関する相談に親身になって応じます。
とき／18日（土）13時～15時　ところ／生きいきプラザ
問合せ／市民課☎（72）9858

消費者相談（随時受付）
悪質商法被害など消費生活に関する相談に応じます。
とき／平日9時～16時　※木曜日は消費生活相談員駐在
ところ／市民課（本庁）、各支所
問合せ／市民課☎（72）9858

※行事などによりお休みする場合がありま
　すので、ご了承ください。

※緊急の場合は１１９

5月
休日当番医

  3日 今野医院（八幡）☎（75）7050 
  4日 エムオーエー奥熱海クリニック（伊豆の国市浮橋）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎（79）1100 
  5日 すずき耳鼻咽喉科小児科（柏久保）☎（72）0902 
  6日 中島病院（松ケ瀬）☎（87）0333 
 12日 大仁クリニック（伊豆の国市大仁）☎（76）2556 
 19日 田京診療所（伊豆の国市田京）☎（76）3201 
 26日 西脇内科（伊豆の国市大仁）☎（76）3712

 園庭開放 　　実施日
 修善寺東保育園 　毎週火曜日
 熊坂保育園 　毎週火曜日
 橘保育園 　毎週月曜日

　　　 　子育て支援事業　　　　　　　　　実施日
のびのびくらぶ（天城保健センター） 毎週月・水・金曜日
にこにこフロア（土肥支所） 毎週月～金曜日
ちびっこサロン（中伊豆保健センター） 毎週月・火曜日
わんぱく広場（生きいきプラザ） 毎週月・金曜日

★日曜日のお話会(修善寺)3歳以上
　12日(日)14時～14時30分
★小さい子とお母さんのためのお話会(修善寺)0～3歳
　  8日・22日(水)10時30分～11時
★おはなしタイム（中伊豆）幼児・児童
　11日・25日(土)10時30分～11時　　
★おはなしタイム Baby♪（中伊豆）乳幼児
　9日・23日(木)10時30分～10時50分
★おはなしかい(天城)4歳～小学低学年
　18日(土)10時30分～11時
★うりぼうおはなしかい(天城)0歳～3歳
　 9日(木)10時30分～10時50分
★おはなしの会（土肥）小学生以下
　11日・25日(土)10時30分～11時

5

修善寺子育て支援センター（修善寺保育園） 毎週月～金曜日
子育て支援センター『すいすい』（認定こども園あゆのさと）  毎週月～金曜日

遊びに
きてね！
遊びに
きてね！

１4日～16日、２１日～２３日、２８日～３０日
　　　　　　　　修禅寺御膳（予約制・有料）／修禅寺
21日　修禅寺弘法市／修禅寺
下旬　狩野川鮎釣り解禁／天城湯ケ島・修善寺地区　
【花の見ごろ】
上旬　フジ棚／虹の郷
中旬～6月上旬　シャクナゲ・ミツバツツジ
　　　　　　　　　　　　／万二郎岳・万三郎岳周辺
中旬～6月上旬　バラ／虹の郷
　　　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883

　　　　　　　　　　　　　　　　　　【写真】シャクナゲの花

１4日～16日、２１日～２３日、２８日～３０日
　　　　　　　　修禅寺御膳（予約制・有料）／修禅寺
21日　修禅寺弘法市／修禅寺
下旬　狩野川鮎釣り解禁／天城湯ケ島・修善寺地区　
【花の見ごろ】
上旬　フジ棚／虹の郷
中旬～6月上旬　シャクナゲ・ミツバツツジ
　　　　　　　　　　　　／万二郎岳・万三郎岳周辺
中旬～6月上旬　バラ／虹の郷
　　　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883

　　　　　　　　　　　　　　　　　　【写真】シャクナゲの花

１4日～16日、２１日～２３日、２８日～３０日
　　　　　　　　修禅寺御膳（予約制・有料）／修禅寺
21日　修禅寺弘法市／修禅寺
下旬　狩野川鮎釣り解禁／天城湯ケ島・修善寺地区　
【花の見ごろ】
上旬　フジ棚／虹の郷
中旬～6月上旬　シャクナゲ・ミツバツツジ
　　　　　　　　　　　　／万二郎岳・万三郎岳周辺
中旬～6月上旬　バラ／虹の郷
　　　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883

　　　　　　　　　　　　　　　　　　【写真】シャクナゲの花



みんなの掲示板みんなの掲示板

　菜の花とレンゲが咲き誇る中、楽しく、のんび
りとした時間を過ごしてみませんか。
とき／4月13日（土）17時30分～
4月14日（日）11時30分～
ところ／小土肥の田んぼ 菜の花舞台特設会場
内容／〇創作劇『贋作 八犬伝 菜の花月の巻』
※俳優橋爪功さんが率いる演劇集団『円』と、地
　元の子どもや青年たちが共演します。
〇太鼓競演
〇ブラスバンド、合唱 など
その他／入場無料、申し込み不要です。
問合せ／菜の花舞台実行委員会☎（98）2865

❖第20回菜の花舞台
～小土肥にて俳優橋爪功とともに～

　プールで心身ともに健康になり、お友達をた
くさん作ってみませんか。体験もできますので、
気軽にお越しください。
対象／3歳以上のお子さん
クラス紹介／おもちゃやボール、大きなビート板
で遊びながら水に慣れさせます。顔つけ、水に
浮くこと、けのびなどを練習します。
○火曜日～金曜日クラス：15時～、16時～
○土曜日クラス：10時～、13時～
料金／入会金1,000円、月額3,000円（1教室）
※お得な特別会員もあります。
申込み／3月1日（金）から受け付けています。
印鑑を持参し、プール受付にある申込用紙に必
要事項を記入の上、お申し込みください。電話
での予約も受け付けますので、気軽にお問い合
わせください。
申込み・問合せ／天城温泉プール☎（85）2610
中伊豆室内温水プールふれっぷ☎（75）7575 

❖平成25年度新入会募集！
中伊豆室内温水プール・天城温泉プール

❖『ふれあい看護体験』
参加者募集

❖伊豆市社会福祉協議会事業
『子育て応援講座』年間会員募集

　この講座は、経験豊かな外国人講師による充
実した授業内容に加え、学ぶ仲間同士の交流も
大切にしています。講座内容は英会話です。
とき／
〇初級…５月７日～７月９日(毎週火曜日)、
　５月９日～７月１８日（毎週木曜日）
〇中級…５月１０日～７月１２日(毎週金曜日)
〇上級…５月１０日～７月１２日(毎週金曜日)
※時間は、全クラス１８時４５分～２０時４５分です。
ところ／沼津労政会館（沼津市高島本町１－３）
受講料／全クラス２０，０００円(教材費別途)
申込み／４月１５日（月）までに、県国際交流協会
へお申し込みください。
問合せ／公益財団法人静岡県国際交流協会内　
外国語講座担当　☎０５４（２０２）３４１１
FAX０５４（２０２）０９３２　メールinfo@sir.or.jp

❖駿豆線魅力めぐりウォーキング
（参加無料・宝くじ助成事業）

とき／4月4日・11日・18日・25日、5月9日・16日・
23日・30日、6月6日・13日（木）
13時～13時50分（全10回）
※途中からの参加も受け付けます。
ところ／中伊豆室内温水プールふれっぷ
内容／顔つけ練習から２５ｍ泳げるようになる
のが目標
料金／初めての人は全10回受講無料
（入館料４００円別途自己負担）
対象者／健康で水泳をやってみたい大人
定員／２０人
講師／伊豆スイムサポートスタッフ
申込方法／申込用紙に必要事項を記入し、提出
してください（用紙は『ふれっぷ』にあります）。
※電話でも受け付けます（仮申込み）。氏名、年
　齢、電話番号などをお知らせください。
申込み・問合せ／中伊豆室内温水プールふれっ
ぷ☎（７５）７５７５

❖顔つけから始めます
～大人初心者水泳教室～

❖静岡県国際交流協会主催
第６３回東部地区国連外国語講座

❖平成25年度銃砲刀剣類登録
審査会の開催（東部地区）

■伊豆の国江間いちごウォーク
　とき／4月14日（日）スタート受付８時３０分～
　１１時、ゴール最終受付１５時３０分
　コース／約11Ｋｍ、約2時間3０分
　伊豆長岡駅スタート→地震動の擦痕→江間い
　ちご狩りセンター→松原橋→願成就院→伊豆
　長岡駅ゴール
■近代化産業遺産 韮山反射炉ウォーキング
　とき／5月2６日（日）スタート受付８時３０分～
　１１時、ゴール最終受付１５時３０分
　コース／約８km、約２時間
　伊豆長岡駅スタート→韮山反射炉・蔵屋鳴沢
　→江川邸・韮山郷土史料館→城池親水公園→
　蛭ヶ島公園→伊豆長岡駅ゴール
トクトク情報／両コースともに、お茶のサービス
や観光施設の施設割引などの特典があります。
問合せ／伊豆箱根鉄道(株)☎０５５（９７７）１２０７

　この事業は、市民のために保健医療福祉施設が
ドアを開き、見学や簡単な看護体験、関係者との
交流を行うイベントです。病院、老人保健施設が、
それぞれユニークなプログラムで実施します。
ところ・とき／〇中伊豆温泉病院（上白岩1000）
　5月16日（木）9時～15時
〇伊豆慶友病院（月ケ瀬380-2） 5月25日（土）　
　～5月31日（金）8時30分～12時45分
※上記のほか、駿東・田方地区全19施設で行わ
　れます。詳細はお問い合わせください。
申込み／4月22日（月）までに、郵便往復はがき
に必要事項（①希望施設名・希望日②住所③氏名（フ
リガナ）④年齢⑤性別⑥職業⑦電話番号⑧洋服サイズ
⑨応募理由⑩『ふれあい看護体験』を何で知ったか）
を記入の上、希望施設の『ふれあい看護体験係
へお申し込みください。
問合せ／静岡県ナーセセンター
☎054（202）1761

　この講座では、子育て中のお母さんが、地域で
安心して子育てができる環境づくりとサークル、
勉強会などの立ち上げや活動を支援します。
募集会員／
①親子会員（未就園児と親）
②ママさん会員（子育て支援に関心のある人）
開講式／各日ともに１０時～１１時３０分
５月８日（水）土肥支所
５月１４日（火）修善寺城山活動支援センター
５月２１日（火）中伊豆保健福祉センター
持ち物／飲み物（子どもの水分補給など）
申込み／４月２４日（水）までに、伊豆市社会福祉
協議会へお申し込みください。
問合せ／伊豆市社会福祉協議会☎（83）3013

とき（受付時間）／5月14日（火）
9時30分～12時
ところ／県東部総合庁舎 別館４階 第３会議室
持ち物／
○登録しようとする銃砲刀剣類
○警察署が交付した刀剣類発見届出済証
○身分を証明するもの
○登録申請書（会場入り口付近にも用意あり）
○登録審査手数料
　※新規登録のための審査を受けようとする場
　　合、1件につき6,300円分の静岡県収入印
　　紙を申請書の所定の位置に貼り付けてくだ
　　さい。
　※印紙は、当日、庁舎内の売店で購入してく
　　ださい。
問合せ／静岡県教育委員会文化財保護課　
銃砲刀剣類担当☎054（221）3157
☎054（221）3158



❖ご存じですか？『金融ほっとライ
ン（東海）』・『多重債務相談窓口』

　ゴージャスなビックバンドの楽しさと、ひとと
きの心の癒しを味わってください。
とき／4月21日（日）13時開場 13時30分開演
ところ／生きいきプラザ
入場料／500円（中学生以下は無料）
その他／会場内に義援金箱を設置し、東日本大
震災津波被害の被災地に送ります。
問合せ／定期演奏会実行委員会 村田 幸雄
☎090（1９86）4894

　親子で木の実などの自然素材を使ったオリジ
ナルのジオラマ作品を制作し、コンテストに応
募しよう！予約すると料金が割引になります。
開催期間／ 3 月23日（土）～ 6月16日（日）
時間はいずれも10時～ 16時
ところ／酪農王国オラッチェ（函南町丹那 349-1）
内容／〇世界に自然風景ジオラマ…2,200 円～
〇シーソーで遊ぶ動物たち…1,100 円～
問合せ／酪農王国オラッチェ
☎055（974）4192

❖ジャズオーケストラ
『ダンディーズ』第2回定期演奏会

❖修善寺ハイキングクラブ
会員募集

❖第4回酪農王国ネイチャー・ジオ
ラマ制作体験作品コンテスト

　『安全で楽しい登山』をモットーに、31年間無
事故の修善寺ハイキングクラブ。51歳から74歳
の会員43人は、年間11回の山登りをします。貸
し切りバスでふもとまで行き、汗して山を楽しん
だ後、温泉に漬かり、帰りのバスでも歓談します。
　今年度の計画では、近くは城山から発端丈や
安倍峠、夏は穂高岳を目指します。興味のある人
は、ぜひご入会ください。
申込み・問合せ／修善寺ハイキングクラブ
井村 昌弘☎（72）3446

■金融ほっとライン（東海）
　財務省東海財務局が、金融サービスを利用さ
れている皆さんからのご意見、ご相談を受け付
けています。相談などは無料です。
金融ほっとライン（東海）／☎052（951）9620
■多重債務相談窓口
　財務省東海財務局が、多重債務でお悩みの皆
さんの相談窓口を設けています。相談などは無
料です。
多重債務相談窓口／☎052（951）1764

❖シ

　市では、駿河湾海上交通で、より身近になった
静岡市との交流を進めています。静岡市との連
携をさらに深めるため、昨年に引き続きゴール
デンウィークに、伊豆市・西伊豆町・松崎町・南伊
豆町にお住まいの人を対象（免許証、保険証な
どを提示）に、清水港付近の娯楽施設の入場割
引を行います。
　なお、エスパルスドリームフェリーをご利用の
場合は、もれなく『駿河湾フェリーオリジナルポ
ストカード』をプレゼントします。
　4月27日(土)～5月6日(月)は、次の施設が割
引になります。
◆東海大学・海洋科学博物館、自然史博物館
　入館料共通券　　大人 1,800円→1,440円
　　　　　　　　　小人　 900円→720円
　海洋科学博物館　大人 1,500円→1,200円
　　　　　　　　　小人　 750円→600円
　自然史博物館　　大人 1,000円→800円
　　　　　　　　　小人　 500円→400円
◆静岡鉄道（株）日本平ロープウェイ
　大人運賃　往復1,000円→900円
　　　　　　片道　550円→500円
　小人運賃　往復　500円→450円
　　　　　　片道　280円→250円
◆フェルケール博物館
　入館料　大人　　400円→320円
　　　　　中高生　300円→240円
　　　　　小学生　200円→160円
◆エスパルスドリームプラザ
　ちびまる子ちゃんランド（入場料）
　　大人　500円→400円
　　小人　300円→200円
　観覧車ドリームスカイ（入場料）
　　※搭乗券購入後、係員に免許証、保険証な
　　　どを提示すると、100円キャッシュバック
　　　します。
問合せ／観光交流課☎ (72)9911
静岡市企画課☎ 054(221)1287

❖静岡市との交流を進めています
～ゴールデンウィークはフェリーで静岡へ～

❖平成25年度国家公務員
採用一般職試験（大卒程度試験）

❖平成25年度
労働基準監督官採用試験
　労働基準監督官は、労働者の賃金や労働時
間、安全衛生などの労働条件の確保・改善を図
ることを任務とする厚生労働省の職員で、人事
院が行う『労働基準監督官採用試験』の合格者
により登用されます。
試験日／○第一次試験・・・6月9日（日）
〇第二次試験・・・7月17日（水）、7月18日（木）
受験資格／①昭和58年4月2日～平成4年4月1
　日生まれの人
②平成4年4月2日以降に生まれ、大学を卒業ま
　たは卒業見込みの人　など
試験の区分／○労働基準監督官A（法文系）
〇労働基準監督官B（理工系）
申込み／インターネットまたは郵送（持参可）
※郵送の申し込み先は、下記へお問い合わせく
　ださい。
【郵送（持参可）の場合】
　4月1日（月）～4月2日（火）の期間中に郵送
してください（通信日付印有効）。
【インターネットの場合】
　4月1日（月）9時～4月11日（木）の期間中に、
インターネットからお申し込みください。
（http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html)
問合せ／静岡労働局総務部総務課人事係
☎054（254）6326

試験日／○第一次試験・・・6月16日（日）
〇第二次試験・・・7月17日（水）～8月5日（月）
受験資格／①昭和58年4月2日～平成4年4月1
　日生まれの人
②平成4年4月2日以降に生まれ、大学を卒業ま
　たは卒業見込みの人　など
申込み／4月9日（火）9時～4月18日（木）の期間
中に、インターネットからお申し込みください。
（http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html)
問合せ／人事院中部事務局☎052（961）6838

❖『金融ほっとライン（東海）』
による無料巡回相談会の開催
とき／4月5日（金）10時～17時
ところ／静岡財務事務所沼津出張所
（沼津市市場町9-1 沼津合同庁舎）
相談内容／○預金、融資、保険、貸金、証券など
　の金融サービスに関する相談
〇無登録業者からの未公開株、社債などの勧誘、
　被害に関する相談
〇多重債務、家計の再建、借金に関する相談およ
　び心の悩み相談
予約ダイヤル／☎052（951）9620

❖第24回わんぱく相撲三島場所
の開催（参加無料）
とき／4月28日（日）7時20分～17時
開会式8時～
ところ／三島市立錦田中学校 相撲場
（三島市谷田1505）
参加資格／平成25年度小学1～6年生の男女
持ち物／タオル、短パン、小学校の体操着、弁
当、飲み物、保険証、印鑑
問合せ／（公社）三島青年会議所
☎055（971）1687
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